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我
等
の「

講
座」

は
愈
誕
生
し
た
。
現
下
の
經
濟
情
勢
^
鑑
み
政
治
經
濟
^
關

す

る

ー

般

的

水

準

を| 

高
め
る
た
め
に
待
望
の
本
書
は
出
現
し
た
。
階
級
の
如
何
、
職
：業
の
如
何
を
問
は
ず
非
常
時
局
突 

|

破
の
新
鋭
な
る
武
器

ど
し
て
、
日
本
最
初
の
完
備
せ

る

ユ
ニ
，ゥ
ァ
シ
テ

ィ
プ
ヱ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
たユ
 

一
る
本
講
座
を
天
下
好
學
の
士

k
提
供
す
る
。
一
ヶ
月
僅
々
一
圓
五
十
錢
の
學
費
ケ
年
半
の
餘 

暇
の
零
細
時
間
を
利
用
せ
ら
る
れ
ば
、
正
科
三
十
六
科
目
、
特

殊

問

題n

十
四
講
義
を
網
羅
せ
る 

|

現
代
經
濟
學
界
の
最
高
粱
を
極
む
る
^

が
出
來
る
。
現
下
の
.情
.勢

^
即
し
每
间
書
き
下
し
の
實
際 

I
.

的
講
義
は
、
經

濟

學

、
法
學
、
社
會
學
及
び
を
の
旁
系
學
科
祺
攻
學
徒
の
無
二
の
活
資
料
ど
な 

|

座
右
を
離
す
べ
か
ら
ざ
る
副
敎
科
書
た
る
を
信
じ
て
疑
は
な
い
。 
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間
題
と
し
て0 .
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陬
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：
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一.
九
三
^

年
九
月
伊
太
利
が

H
’i

オ
ビ
ア
於
略
のs
#

fc
-

»

w

し
て
居
，る
最
中
^
，
ジ
ェ
本
グ
ァ
で
呔
國
際
聯
盟
が
戰
银
防
止
に
必

死
O'
努
力
を
拂
つ
て
居
た
が
、
同
月
.
.ニ

.日
o'
聯
盟
總
會
に
於
；け
る
當
時
の
英
外
相
サ
ミ
ュ
エ
ル
•
ホ
ー
ア
の
演
說
中
に
次
の
如
き
二

ー
節
が
あ
'つ
.た
0「

：_''
:
- 

:
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. 1;
:
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'

.

;
:/
.
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..

「

世
坭
の
經
濟
的
*'
'
源
の
間
題
反
汉
將
.來
に
於
け
^:
#

の
.

j 

.層
+'
分
な
る
科
用
0.
'可
能
性
の
师
題
を
：1
例
と
し
七
取
上
げ
ょ
ぅ
。
諸 

;補
料
の
_
澤
な
：る
供
給
ほ 

> 
そ
れ
等
を
所
有
^-
.
る
國
に
特
殊
(0
;

«
越
；さ
を
：持
た
し
め
る
や
ぅ
'に
見
_ぇ
る
0
自
然
的
.豐
«-
さ

に

芝

し

い

か
 

或
.は
全
く
1[
ぁ

和

な

、い

國

で

；も

5
:

を
の
商
龙
業
に
依
つ
：て
國
を
實
强
：な
ら
’
し

め

た

國

：々

：が

ぁ

岑

の

；：
だ
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か
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V
々

の

浃

定

的

爾

質

咚

「

#

、
瞭
_
ぬ
過
ぎ
ぬ
こ
と
に
な1)
:
易
“

0ァ
然
桃
ら
浩
千
の
國
々
；
'
:が
、
そ
'の
本 

特l
i
#
:

し
き
I#
越
_

の
：伽
く
見
.ゆ
^

も
：の
を
所
有
す
る2:
:

ど
.味
正
.に
事
實
で
あ
ね
、
：ょ̂
 

こ
の 

事
態
を
見
ま
も
づ
ヤ
居
る
と
^
も
數
贄
妨
あ^ -
辣
ぬ
植
民
地
產
原
料
に
就
い
て
ぬ
、
：：植
民
地
帝
國
5:
,有
し
な
い
國
々
，を
犠
牲
に
す
る 

排
他
的
獨
占
が
斯
か
る
事
態
か
ら
樹
立
さ
れ
は
せ
ぬ
か
と
い
ふ
危
惧
を
生
ぜ
し
め
る
の
は
不
自
然
で
は
な
い
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•

斯
く
し
.て
.橄
民
地
*保
護
領
*委
任
銃
洽
領
に
於
げ
る
資
源
の
分
布
並
び
：に
ぞ
れ
に
對
す
る
排
他
的
獨
占

^.

が
爲
め
に
、
聯
盟
に
依
つ
て

「
植
民
地
資
源
：委
員# .
-」

ボ

：任
命
さ
机
る
こ
と
と
な
つ
た
。
.
即
ち
ホ
ー
.ァ
の
演
說
後
一
华
余
を
經
て
、

一

九1 
一

I

六

年一

〇
月
の
聯
盟
總
會
に
於
い
て
右
委
員
會
設
置
の
決
議
が
行
は
れ
、
三
七
年
二
月
に
至
り
、
日

.
英

朵
•
ソ
•
怫

•
そ
の
他一

j

四
國
を
含
む
委
員
の
正
式
任
命
を
見
た
。
獨
逸
及
び
伊
太
利
は
參
加

t
ず
、
會
議
は
.三
月
八
日
，以
後
數
囘
續
け
ら
れ
た
が
、
現
注
ま
で 

の
と
こ
ろ
見
る
べ
き
成
果
を
示
し
て
吾
な
い
o

右
の
ホ
1

:T
の
溃
說
及
.び
國
際
聯
盟
に
依
る
植
民
地
資
源
委
員
會
の
設
置
は
、
所

謂

「

持
た
ぬ
國
々」

即
ち
日
•
獨
•
併
ょ
り
の
領
土 

乃
至
資
源
洱
分
配
の
要
求
が
、
世#.
政
治
の
危
機
を
胎
む
主
要
問
題<!
-
:し
て
、

「

持
つ
國(

々」

の
政
府
當
風
に
依
つ
て
も
考
慮
さ
れ
ざ
る 

を
得
な
い
事
態
に
立
到
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る

O

同
時
に
又
そ
れ
は
、

「

持
つ
國
々」

が
領
土
稗
分
割
を
問
題
に
す
る
こ
と
を
避 

け
、
驚

地
•
保
護
領
•

■

統
治
顧
に
於
け
.る
讓
に
の
み
問
題
を
局
限
し
ょ
ぅ
と
す
る
態
度
を
示
し
て
居
る
。
然
し
乍
ら
原
料
獲
得 

の
自
由
を
.各
國
に
對
し
て
保
證
し
よ
：う
と
す
る
意
圖
は
.

二
〇
年
に
旣
に
聯
盟
の
決
議
に
表
現

さ
.

れ>

 

そ
の
結
果
世
界
に
於
け
る
谨

要
原
料
に
就
い
て
の
調
森
银
吿
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vols. 

G
e
n
e
v
a
,

 

1
9
2
r

が
作

製
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、.今
次
(0
聯
盟
の
_

森
'委
員
會
設
置
は
、
決
し
て
現
在
の
國
際
的
危
機
に
對
處
ず
：る
に
ふ
さ
：わ
し
い
緊
急
對
策 

と
は
耷
へ
な
い
o
0.
つ
又
、:'
:縱
令
こ
の
.資
源
委
員
會
が
資
源»
分
割
問
題
に
.就

日•
獨•
伊
の
要
求.
は
、
資
源
の
苒
分
割
の
，み
に
依
つ
て
.
こ
れ
を
滿
足.
せ
し
め
る
と
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
，
殊
に
植
民
地
，
保
護
領
， 

委
任
統
治
領
の
み
のs
 
W
分
配
に
依.
つ
：で
；滿
足
せ
し
め
る
て̂

は
全
く
不
可
能
で.
あ
る
。.
英

國

の

W

m

e

 
of In-  

rtem
ational  A

ffairs;

が
一
九
ニ
一 
六
年
四
月
.に

m
ate

-̂als  and  co
lo

n
ies:  

な̂
る
。ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
，を
發
行
し
て
、
植
民
^
资 

源
が
比
較
的
重
要
で
な
く
且
つ
そ
れ
等
資
源
の
：供
給
に
就
い
て

「

持
た
；ぬ
國
々」

:̂
と
り
不
利.
な
る
制
限
<7

>
#
に_

と
を
示
し
.て
、
以
つ
て
■「

持
た
ぬ
國
々」

の
.要
求
が
經
濟
上
の
見
地
か
ら
す.る
限
り
支
持
さ
れ
得
ぬ.も
の
な
る
こ
.
^

が
、
若
し
も
を
.の
主
曝
に
し
て
芷
し
い
と
ず
れ
ぱ
、
そ
れ
は
却
つ
て
吾
人
を
し
て
、

:'
'
§
獨
.
伊
の
要
求
が
必
然
に
植
民
地
&

^

^

委 

任
統
治
領
の
資
源
种
分
配
以
上
に
出
づ
る
も
の
で
あ
：る
，

こ
と
を
，理
解
せ
し
め
るo

事
實
に
於
..いV

、

獨
逸
は
ヴ
«,
ル
サ
ィ
ユ
榮
^

に
衣 

る
領
土
分
配
に
絕
ぇ
ず.不
滿
の
.意
^-
表
し
て
：居
怒
が
、
殊
に
ナ
チ
ス
：：政
權
の
確
立
以
後
、

ヒ

.ッ
ト
ラ
！

シ
>

ハ
ト
•
ゲ
ッ
ペ
ル
ス
等
の 

ロ
を
通
じ
て
、
舊
領
土
返
：還
を
熱
烈
に
主
張
し
.て
來
た
9
獨
逸
と
し
て
.は
飽
く
ま
で
舊
領
土
返
還
を
要
.求
ず
る
の
で
あ
つ
て
，、
所
謂
資 

源
再
分
配
の
.提
案
な
ど
.に
耳
を
藉
す
見
込
は
全
然»

い
0
伊
太
科
は
ゃ
は
^
ヴ
..
J
C
.ル
*

餱
約
に
於
け
各
領
土
分
配
に
不
滿
を
有
し
、 

そ
の
後
英
佛
か
ち
若
干
の
領
土
を
與
べ
ら
れ
.た
に
拘
ら
ず
、
遂
に.列
强
の
非
難
を
押
切
：つ
て.エ
チ
才
ビ
ア
を
征
服
し
て
し
ま
つ”た
。
0 

本
は
滿
洲
I

Q
 

K

配
下
に
置
く
と
と
：に
成
功
し
、
，
今
ま
た
支
鄹
本
部
及
び
內
蒙
古
に
於
：い
て
支
那
と
武
：力
的
抗
爭
狀
態
に
あ
る
ば
か 

費
源
間
題
考
究
の
：
.若
.

干
..

の
*
礎
.
.

• 

三.
.

0

-E
五
三)
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資

源

：
問

逋

考

究

の

.
劳

午

；
の

葚

礎

： 

- 

.

四

(

士

：五
：
班

四

) 

し
り
：で.紅
々

、
冬

；
の

.
所
謂
南
進
政
策
も
世.部
の

紐

爲

を

惹

：い
て
：居

る

 ̂

.

卜
..

•

斯

ぐ

し

：
：
て
'

國
際
問
題
と
し
て0

資

源

問

題

：
は

'>
.
結

局

：
そ

れ

.
0
:
み

龛

單

獨

'
に

解

決

し

得

«

こ
：
と

：
が

明

白

で

あ

.

る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ら
ぬ
0 

.原
料
資
源
が
列
强
間
に
本
苹
等
に
分
配
さ
れ
で
居
る
：こ

'と
.
は

、
：
：
：
帝

國

主

#

的

^

ビ
は
祖
違
^

い
が
’

ぞ
れ
呔
經
濟
的
手
段
办
み^-
以
つ
セ
解
決
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
ヵ
何
等
か
の
政
治
的
手
段
即
ち
領
土
的 

)

擴
大
が
乃
至
ば
政
治
的
權
ヵ
を
背
景
と
す1

源
の
絕
對
的
支
配
權
獲
得
か
の.方
法
に
依
る
他
は
な
い9
,
,そ
の
.理
曲
と
し
€
多
く
の
.事 

'實
を
擧
げ
る
.こ
と
が
出
來
ょ
ぅ.が
、
そ
0
最

-^
主
耍
な
る
：も
0
'と
考
へ
.ら
れ
る
の
.
.は
次
：.の
.
.一
一
一
で
あ
る
o
.即

ち

第.
.一.に

は

、

現

^

に

冷

い 

，て
特
に
重
婆
な
原
料
寶
源
ば
軍
需
品
原
料
の
資
源
.で
あ
!)
-
、
-:
-..
從
：つ
：

v

そ
れ
‘等
が
平
：和
時.ぬ
於
：い
て
も「

持
た
ぬ
國
々」

に
對
し
て
眞
に 

.開
放
さ
れ
る
こ
と
は
期
待
し■
ぐ
、.
戰
時
に
於
い
て
は
：殊
に
然
り
で
あ
る
ぐ
气
第
一
一
に
は
、
假
に
開
放
さ
れ
た
士
し
て
も
、
貿
易
の 

1

般
に
萎
縮
し
た
今
日
で
は
そ
れ
を
購
入
す
る
の
に
多
大
の
困
難
が
感
ぜ
ら
れ
る
こ
と
、
第

3

に
は
、
植
民
地
が
自
由
貿
易
狀
態
.に
置 

.か
れ
て
も
、
そ
0
植
民
地
所
有
國
は
事
實
上
：最
も
有
利
な
地
位
を
占
め
る
こ
.と
、'
の
三
.で
あ
る
.

(

註
ー)

0

加
ふ
る
に
領
土
搬
大
の
要
水 

に
は
、
.經
濟
的
根
據
.の
み
で
な
く
、
必
然
的
に'政
治
的
軍
略
的
根
據
が
含
ま
れ
て
居
る0
即
ち
伊
太
利
0
場
合
、
，
工
チ
オ
ビ
ア
を
併
合 

'す
る
こ
と
に
.依
つ
て
、

エ
リK
.リ
ア
、及
び
#
領
ソ
，マ

リ

ラ

ド
.を
結
合
せ
し
め
、
英
領
及
び
佛
領
ソ

：

マ
リ
ラ
ン
ド
を
包
圍
し
つ
、
紅
海 

の
出
入
ロ
を
遣
視
す
る
と
同
時
に
、
他
方
ナ
ィ
ル
河
へ
の
水
源
：を
抑

.へ
：.

P

ア
シ
'グ
ロ
：*
埃
及
ス
ー
.ダ
ン
を
背
後
か
ら
龈
ふ
こ
と
に
な
る
。 

•日
本
.の
場
合
で
も
同
様
で
、
滿
洲•
北
支
那
友
び
.内
蒙
古
‘は
日
本
の
防
衞
上
或.は
大
陸
べ
.
の
攻
擊
上
い
づ.れ
に
於
い
て
も
、
極
め
て31
要 

な
地
域
で
あ
る
。
斯
く
し
て
資
源
再
分
配
の
要
求
は
、
そ
れ
の
み
單
獨

c>
要
，求
と
し
て
提
出
さ.れ
る
こ
と
が
な
く
、
從
つ
て
叚
に
資
源

問
題
の
經
濟
的
解
決
が
出
來
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
當
座
の
間
す
ら
國
際
的
危
機
の
，緩
和
を
齎
す
こ
と
が
出
來
な
い

？

.

.

註1  
''第1

に
就
い
て
は
後
述
、
第
ニ
に
就
い'て
は
、
日.
¥
供
に
と'つ
て
原
料
資
源)

の
開
放
を
求
め
る.よ
り
は
、
轍
出
商
品
に
對
す
る
市
場 

の
開
放
を
求
め
る
方
が
よ
め
妥
當
巧
あ
り
、

.
從
；つ
て
同
情
を
惹
く
に
相
違
な
い
と
論
ず
る
者
も

.

あ
る
程
、
實
際
上
の
_

入_

が
.認
め
ら
れ
て
は
居 

,

-̂
力(A

lfred  pdm
m

er,

匁aw

 m
aterials  

or w
ar  m

aterials.  London,  1937 .  p.  137 *  
參
照)

さ
れ
±'
と
て_

2
1:商
；

の
市̂
^
欢
も
 ̂

際
上
不
nj
能
で
あ
る
。
第
三
に
就
い
て
は
、

Leonard  Bam
es,  The  future  
of colonies.  London,  1936 .  p

p
.

bo7 -32 .

參
照
。
バ
-
ン
ス
は 

植
民
地
貿
易
に
於
け
る
本
國
人の、

.

「

見
え
ざ
る」

利
益
£ iav

0:ble  

advantages

と
し
て
、.
言
語
*
法
律.
商
慣
習.
事
粢
上
の
係¥
官
史(

本 

じ
國
人)

..
の
本
國
物
資
醱
入••
通
貨•
本
國
よ
り
の
投
資
•
官
臾

の

本
國
人
に
■
す
る
援
助
•等
を
擧
げ
て
居
る
。
事

實

上

、

自
由
貿
易
の
許
さ
れ
て
扱 

る
植
民
地
及
び
委
任
統
治
領
の
貿
.
易
に
於
い
て
：、
そ
の
本
國
が
特
に
爾
耍
な
位
置
を
占
め

.
て
屉
る
場
合
が
多.い
の
で
あ
る
。：

• 

v

然
'L
乍
ら
原
料
資
游
：ぬ
獲
得
.
_

土
擴
大
婆
求
の
主
要
な
る
動
機
の
ニ'つ
で
が
；
る
.
と
と
も
勿
論
否
定
出
來
な
い0
故
に
'-
1持
た
ぬ
國 

•々し
が
如
何
な
る
原
料
資
源
を
欲
.
求
す
：る
，か
、
そ
れ
等
の
資
源
は
，こ
れ
を
如
何
な
る
地

.
域
に
求
め
る
こ
と
が
出
來
る
か
.、
そ
れ
等
を
欲
求 

す
る
國
が
そ
れ
を
獲
得.し
得
る
可
能
性.
如
何
、.
或
は
又
斯
か
る#
分
配.
の
結
果
如
何
、
換
言
す
れ
ば
與
分
配
さ
れ
た
原
料
資
源

.
は
如
 ̂

に
開
發
さ
れ
る
かC:

W
し
て
又
そ
の#
艰

「

持
つ
國
々
；K
と.
：

r

持
た
ぬ
國
々」

と
ぬ
讓
的
埤
位
に
如
何
な
る®
“
が
を
じ
る
か
、
等 

を
考
究
す
る
と
と
ほ
、
.
國
讓
係
の
將
來
を
考
察
ず
る
場
合
、
；延
い
て̂

f

行
は
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
仕
事
で
あ
る
。
斯
く
し
て

.資
源
問
題g

考
究
.に
.過
大
.

Q,

重
要
性
を
附
與
ず
る
こ
と
は
避
げ
ね
ば
な
ら

.な「

い
が
、 

同
時
に
^'Q:

硏
究
.■か

極
少
てM
嬰
な
.意
.義
を
持
つ
と
と
も
認
め.ね
ば
':な
ら
な
い0
、
\
'
'
.
:

ぃ
し
か
も
資
源
問
輯
の
考
察
は
極
め
て
複
雜
な
諸
要
因

0
作
用
に
わ
：た
：る
必
要
が
あ
り
、
從

つ

て

多

太

の

を

伴

は

ざ

る

を

得

な

い

o 

資
_
間
遛
考.究
0
若
中
め
：載
黎.：
' 

五
：

(

一
五
五.五
0



•栽
溉
間
'題
考
究
へS

于
1

礎

-:
.
. 

六

(
T
m
r

ノ 

例
べ
ば
前
揭

)

'

TSR.Oiya;l Institute

6'「
^
^

 

c
o
l
o
n
i
e
s

<D
'
如
き
、「

將
來
の
發
展1
这

'性

言

視

ず

る

こ̂

ば
出
來
ぬ」

；
チ
：
袭
 ̂

て
將
來
の
可
能
性
を
豫
斷
す
る
こ
と
の
闲
難
な
る
を
認
め 

乍
ら
も
®
.
. 

3事
實
.上
殆
ど
全
く
從
來
の
原
料
坐
產
額
の

.み
|:
:
甚
礎
と
し
て
論
じ'て
居
る
0
'然
し
.「

持
た
ぬ
.
國

ん

」

が

欲

求

.
す

る

も
 

の
，
は
.
.
現
在
產
出
さ■̂
る
も
の
で
ば
な
ぐ
て̂
將
來
の
增
大
し
た
產
出
量
と
向
卜
ー

b
た
品
質
.と
.で
あ
る
こ.と
は
宏
ふ
ま
で
も
、な
い。列 

へ
：
ば

舊

領

土

.

恢
復
が
獨
逸(0
經
濟
狀
態
改
善
に
さ.し

た

，
る

效

果

.が

な

^
と

：
い

.
ふ

英

國

側

の

^

解
に
對
し
て
、ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
一
九
三
六 

年

度

チ

^
黨
龙
'會
に
於
い
て
次
の
，如
く
述
ベ
た
9「

植
民
地
.が
吾
，々
'に
ど
づ•：

て
大
し
た
役
に
立
た
ぬ
と
い
ふ
議
論
は
誤
ま
つ
て
居 

る
c I.

國
‘の
.政
府
が
現
在0
獨
逸
に
於
け
る
が
如
き
窮
狀
に
t
Is
i
し
^
ヰ
つ
M
逸
政
府
.が
疑
.ひ
も
な
く
双
双
せ
し
が
如
き
經
濟
.的
成
功 

を
達
成
じ
得
る
能
力
が
あ
：る
な
ら
ノ
ぞ
：の
；植
民
地
管
理
に
於
^

そ
れ
に
依
っ
て
經
齊 

上
の
諸
利
益
を
幽
得
す
る
に
相
違
な

 

s
o

」
(

P
K
u
r
t

 Johansen a
n 

ラ

Ki;aft, 

G
e
r
m
a
n
H
s

 colonial 

P
I
I
O
S
P 

Loadon, 

1
9
3
7 ..  pp.  

.
3
5-6.
に
艘.
5
ン 
 ̂
-

こ「

の
虫
張
0
當
否
呔
姑
ぐ
棚
く
と
し
て
、
右
の
言
葉
に
依
づ
て
、
植
民
地
に
對
す
る
.欲
求
が
植
民
.地
の
現
在
ょ
り
も
將
來
の
發
展
に 

主
と
^
て
儒
0
て
居
る
こ
と
を
明
か
に
知
り
'#
る
0
だ
か
ら
植
民
地
問
題
及
び
資
源
問
題
は
、
現
在
の
植
民
地
に
於
け
る
原
料
品
產
出 

量
の
問
題
で
は
な
く
、
.常
に
.將
來
の
可
能
性
に
：就
.い
て
の
港
察
を
要
求
す
る
。
前

揭

T
h
e

 

R
o
y
a
l

 

Institute 

of 

International 

A
f
f
a
i
r
s

の
パ
ン
フ
ノ
レ
ッ
ト
は
、
結
論
は
と
も
角
と
し
て
も
方
法
に
於
い
て
明
か
に
重
大
な
誤
を
犯
し
て
居
る
と
茇
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

筆
者
は
C
、
に
現
在
の
.國
際
問
題
と
し
て
の
資
源
間
題
に
就
v>
て
論
じ
....
よ
う
と
す
■る
も
の
. 

'
で
.は
な
■.い
oハ
こ
.

、
で
は
^
こ
の
問
^

D
考

究

が

右

の

如

く

多

大

の

困

雞

を

伴

ふ

こ

と

を

認

め

る

が

故

に

、

そ

の

出

發

點

と

し

，
て

'の

若

干

の

.
甚

本

的

考

察

を

行

は

う

と

思

ふ

の

で

あ

る
。

■

'

;
;■- 

. 
' 

. 

•

.

1
1
、

資
源
と
は
何

か
、

.

,
:.

資

源

'な
る
概

念

は

こ
れ
を
嚴

密

に

規

定

す

る

こ

と.な

し

に

、
.'
一
.般

に

自

明

の

も

の

と

し

て

使

用

さ

れ

て

居

る

。
' 例

へ

ば

本

邦

の

資

源

 

局

官

制

に

就
1
.
い

て

：
の

勅

令

に

於

い

て

も

資

源

調

丧

法

に

於

い

て

も

、

何

等

そ
れ
を
明

か

に

す

る

說

明

が

加

へ

ら

れ

て

居

な

い

。

然

し

乍

 

ら

そ

の

結

果

と

し

て

何

等

の

不

便

も

生

じ

な

い

か

と

1
K.

へ

ば

決

し

て

さ

う

で

な

く

、

例

べ

ば

資

源

を

以

り

て

原

料

と

同I

視

す

る

が

如

 

き

は

、

資

源

問

題

を

正

し
.く

檢

討

す

る
e
と

.に

對

し

て

重

大

な

障

碍

と

な
'る

も

の

で

あ

る^
原

料

'の

持

つ

力

即

ち

^

製

品

を

生

ぜ

し

め

 

る

力

は

資

源

で

あ

る

が

、

し

か

も

そ

れ

は

資

源

の

全

部

.で
：
は

な

い

。

從

つ

て

資

源

と

原

料

と

を

同

一

視

す

る

こ

と

は

明

か

に

問

題

の

解

 

決

を

困

難

に

す

るo
國

際

聯

盟

の

資

源

問

題̂
對

す

る

.態

度

の

如

き

、

そ

の

最

も

著

し

い

實

例

と

し

で

墩

げ

る

こ

と

が

出

來

や

う

。

E
r
i
c
h

 

W
V

N
i 日 m

e
m
a
§

,

 

w
o
r
l
d

 

res orces 

a
n
d

 

i
n
dustries: 

A

 

f

 uncti

o'n
a
r

 

a
p
p.*
-
t
a
i
.w
a
l of

 tb

iv.availability 

o
f

 

a
g
r
i
c
u
l
­

tural 

a
n
d

 

i
n
d
u
s
t
r
i
a
l

.Hesoul:ces. 

N
e
w

'- Y
o
r
k

 

a
n
d

 .
L
o
n
d
o
n
,

 

1
9
3
3
.

は
、
.寡
聞
な
る
筆
者
の
知
る
限
り
に於

い
て
資
源
の
概
念 

を
多
少
詳
細
に
論
じ
て
居
る
唯
一
の
も
の
で
あ
^
か
ら
、
^

に
先
づ
そ
の
所
說
を
紹
介
し
て
見
よ
う
。
即
ち
、チ
ン
マ
ァ
マ
ン
に
從
へ
ば 

「

人
間
：の
無
い
宇{由
に
は
資
源
は
無.い
',。犛
丨
'資
源
は
人
間
及
：び
そ0
欲
望
と
不
，離
の
も
の
：だ
か
ら
で.あ
.る
。
そ
れ
等
は
人
間
へ
奉
仕 

す
る
環
境
0

あ
り
、
人
間
，に
と
：つ
て
の
有
用®

,
人
間
め
！§
欲
.望
：を
充
足
す
る
能
カ
が
、
'
環
境
0
諸
側
面
を
資
源
と
し
て
刻
印
す
るo
. 

環
境
そ
の
$

の
或
は
環
境
0
諸
郜
分
乃
：苹
諸
特
質
は
、
：
す
べ
て
そ
れ
等
自
體
と
し
：て
は
資
源
で
は
な
い

o

そ
れ
等
は
、
人
間
の
諸
必
要 

，資
源
_
題
考
.究
の
若
干
.の
.基
礎 

七

(
1

五
五
七)



'

し.窗
間.
題
I

蠢
牢
慕

礎

ぐ

，
丫.

:

:

八

c
m

五
八)

し

得

蠢

、.
而

耘.
斯
■

任
：し
得#
限
I

於
一
て
、—

資

斯

く
奉
仕
し
得
^

:
.の

み

ゼ

薩

と

龙

名

？
換#
す
：れ
ば
^
^

び
.能

忍

筋

炭

に

鄭

し
.て

效

懲

附

與

す

る

奪
I

.
か
.ら

，：
人
間
無
く
し.
.て
石
炭
は
：資
源
でi

り
得
な
い
，
資
源
評
慣
は人
間

の

.： 

欲

養

び
I

の
，
利

用

能

力

か

ら

.發

す

る

.;
0
欲
望
及
び
：能
力I

者

ぞ
 

3

)

f

し
て
.先
. 

.
•妥

源

な

集

念
. ^
丰
馘
的
な
意
と
を
明
か
に
し5

.
る
.

9.;

然
し
乍
ら
；，
評
價
者
の
欲
：望'及
び
能
力
が
環
境
を
離
れ
て
習.
■

在
，
 

を
有
.し
.
.そ
れ
が
評
價
た
結
晶
し
：て
.環

境

の

或

の

を

資

源

と

し

或

文

の

を

 

如
く
誤
解
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と

■

を
：、
注
意
：|

必
婆
が
あ
|

。'人
間
の
：
欲
：望
及
び

.
能
ヵ
は
、
そ
れ
自
體.
が
旣.
に
外
的
條
件
の
結
果
な
：の
：で
.
あ
る
。
明
か
に
デ.
ン
マ
ァ 

マ
シ
も
こ
の
關
係
を
認
め
て
居
るo(
i_
 pp.,  
4̂,

參
照
^
.
へ

.̂
に
チ
ン
マ.
ァ
：
マ

シ

は

環

境

は

そ

れ

.か

人

間

の

欲

望

に

奉

仕

す

る

意

味

で

人

間

と

關

係

を

持

つ

場

合

.
に
資
淑
と
な
る
が̂:
に
、 

資
源
I

概
令S
相
對
概
念
な
る
こ
：と
を
指
適
す
るor
.こ

の

相

對

性

は

ニ

重

セ

望
',に
拖
つ
：霜
違
す
る
の
み
で
な
く
、
人
間
が
そ
の
環
境

.
を
利
用
し
又
ぞ
れ
を
そ
.の
意
圖
に
適
合
，し
た
形
ち
に
な
し
得
る
能
力
に
觉
つ 

て
も
亦
相
違
す.
る
。」 (

同
所)

而
し
て
第
三
に
は
、
環
境
が
霞
た
.る
に
は
そ
れ
が
人
間
の
欲
望
充
足
過
程
に
於
い
て
機
能
を
果
さ
ね 

.
ば
な
ら
ぬ
が
故
に
、
資
源
は
ま
た
機
能
的
概
念
で
あ
る
と
述
べ
て
居
る
。

(

同
所)

斯
く
し
て
資
源
な
る
概
念
に
對
し
て
は
、
主
觀
的
*
相
對
的
或
は
機
能
的
の
三
側
茴
の
い
づ
れ
か̂'
强
調
さ
れ
る
に
從
つ
て
、
次
の
如 

き
三
様
の
宠
義
を
下
し
得
る
.
こ
と
に
な
る
？.
即
ち
第
フ
に
は
、
資
源
占
は
入
間
に
と
っ'て
の
有
用
性
に
就
ぃ
て
評
漬
ざ
れ
^
環
境
で
ぁ

る
と
定
義
丨
得
る
し
r
j一
 
に
.は
' 
人
間
の
欲
望
と
能
力
と
に
對
す
る
關
係
か
ら
觀
た
環
境
で
あ
る
と
も
武
ひ
得
る
し
、
更
に
第
三
に 

は
*
人
間
0
欲
望
充
足
に
對
し
て
機
能
を
有
す
る
環
境
.な
.り
と
も
定
義
し
得
る
こ
と
と
な
る
。9

ぐ4) 

.
，

：

.

然
し
乍
：ぢ
環
境
，と
は
何
を
意
味
す
る
か
に
就
い
て
、
何
の
說
明
も
與
へ
ら
れ
て
な
い
。
.然
し
同
書
第
六
章
第
七
寧
に
は
自
然
的
環
境 

を
說
き
、
第
八
章
に
は
文
北
景
觀
及
び
機
械
環
境
を
說
き
、
更
に
後
に
至
っ
て
明
^
に
環
境
を
以
つ
て
自
然
的
環
境
と
文
化
的
或
は
社 

會
的
環
境
に
分
っ
て
居
る
。(

一
ー
' 
ー
.頁)

從
つ
て
.資
源
.も
6
然
的
資
.源
の
.み
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
0
.事
實
、
自
然
的
資
源
な
る 

言
葉Q

他
に
文
化
的
資
源
.(：

一.一

一..頁)

I

言
葉
を
使
用
し
て
居
る
。：
而
し
て
特
に
自
然
的
資
源
にQ.

み
考
究
を
酿
定
す
る
f

、 

何
處
に
も
献
い
て
居
散
い
o
':
:
-然
る
.に

r.

人
間
精
神
に
起
る
如
.何
な
，る
變
化
も
•、
社
會
組
織
に
影
響
す
る
如
何
な
る
變
化
も
、
資
源
利
用 

<D
.諸
3
的
を
動
か
.す
如
何
な
る
變
化
も
、
:自
然
.の
：資
源
的
側
面
に
人
的
要
素
を
注
入
し
、
後
者
を
前
者
か
ら
分
離
出
來
ぬ
も
の
に
す
る」 

(
1

一
一
.頁)

i

M
っ
：て
、，
1
,
.
見
し
：た
と
こ
、ろ
、.'自
然
的
資
源
及
び
そ
れ
と
分
離
出
來
ぬ
や
ぅ
な
結
合
狀
態
に
あ
る
文
化
的
資
源
の
み 

を
考
慮
す
る
か
.の
如
き
言
葉
も
.あ
る
？
然
し
乍
ら
そ
の
.直
後
に
.：

「

沂
代
的
な
交
通
手
段
に
依
つ
て
市
場
と
結
合
せ
し
め
ら
れ
て
居
る
或 

る
地
域
'の

土

：
壤

肥

沃

性

を

，
，
.

全

く

自

然

裂

と

一

5

得
；る
^

,
旣
に
說
い
た
言
に
、
土
壤
の
槳
性
が
資
源
と
し
て
機
能
す
る 

が
.爲
め
に：

は
、■
人
'間
の
作
つ
た
：交
通
機
關
，と
結
合
：さ
れ
ね
ば
.な
ら
：ぬ
の
で
あ
る」

と
S
つ
て
居
る
。(

I 

ニ

頁

)

斯
，か
る
意
味
で
自
然 

的
資
源
.と
結
合
し
.て
■居
る
文
化
的
資
源
を
含
む
.：の
で
あ
つ
て
.見
れ
ば
、
單
に
勞
癖
に
依
；
て
處
女
地
.が
田
畑
と
さ
れ
た
や
ぅ
.な
場
合
の 

み
を
含
む
ぱ
か
り
で
な
く
、

一
 

切
の
文
化
的
資
源
を
含
む
と
見
.'る
べ
き
で
あ
る
;0
實
際
、
文
化
的
資
源
に
.就
い
て
も
精
神
的
方
面
ま
で 

物
質
的
方
f

同
榇
な
.地

位

：备

へ

，
て

居

&

、r
こ

の

：.

二
：種
類
の
變
化
有
形
及
び
無
形
の
變
化(

即
ち
物
質
文
明
と
精
神
文
朋
の
發 

資
：源
1«
]
題
.
#究
0
若
于
の
*
礎
：
 

九

(
j

五
.五
i



.

資
.源
間
題
考
究
I

千
.の
、基

礎

.

. 

1〇

C
1

五
六o

)

 

.寒
-
—H

?
?
)

. :

は
' 
写
に
：相
携
ベ
て
進
み
相
共
に
作
用
し
.て
>
'良
然
世
界
を
、
自
然
と
文
.化
^
の
解
き
離
し
：得
ぬ
相
互
侵
透
_を
現
す
一 

つ
の
，世
界
^
し
て
W
製
ず
る
'-

K
T

頁)

:•
'■
.

.

.

V'
-

(

そ
：

A
J

で
#1
か
煩
«
に
わ
た
る
け
れ
ど
も
、
.
資

源

：と

呼

ば

る

、

も

0

(0
具
體
的
內
容
を
知
る
爲
め
に
、
デ
.シ
マ
ァ
マ
シ
の

書
中
に
掲

げ

 

ら
れP

居
る
環
搏
の
分
類
を
要
約
ず
.る
y
次
：ひ
如
ぐ
で
あ
各o

«
p
，：
n
2
-
3
>
(

註I
D

.

.

'

、

.

 

,

ナ
、
自
然
環
境
一
、
'*
人
間
に
依
つ
で
變
形
を
受
げ
ざ
名
自
然
の
諸
側
面
、

/■
:

:
れ
、
無
機
的
環
境
、
.牢
宙
的
物
質
及
：び
過
程
、
土
：孃
•氣
候
•
地
下
埋
藏
物
•
等
。

;

':

• 

• 

b

>有
機
的
環
境
、
微
生
物
*植
朐
*動
物
'>
自
然
的
坐
物
學
的
諸
過
程
'

. ,
-
■: I 

ニ
、
社

會

辕

境(

第
.

1

序
次
：

)

次
の
如
き
自
然
の
物
理
的
變
形
、
：
即
：ち
有
機
體
を
し
て
そ

.れ
自
體
を
自
然
環
境
に
^

^

效
果
的
に
經

' 

:.
.
濟
的
に
但
し
ょ
り
間
接
的
に
適
應
せ
し
め
る
こ
と
を
可
能
な

.ら
し
め
る
が
如
き
自
然
の
'物
理
的
變
形
、

：

;■
. 

a
、
物
理
學
的
社
會
的
環
境
、
例
べ
ば
畠
#

機

嘐

^

員

妾

通

手

段

淼

ホ

，
ぞ

あ

¥

等
の
物
^
吣
_
罾
明
ょ
り
成
る
。 

b
.
v坐
物
學
的
社
會
的
環
境
，
訓
練
及
び
動
植
物
育
成
に
依
つ
て
變
化
せ
し
め
ら
れ
た
有
機
的
自
然
環
境
、
翁
作
物
•
家
畜
•勞 

ノ

働

者

*
硏
究
^-
兵

士

，
等

。
；

.

-

;

三
、
社
會
環
境(

第
二
序
次)

言
語
的
表
象
及
び
交
通
に
碁
く
心
理
學
的
社
會
的
環
境
。
，

a
、
身
振
語
に
依
#
す
る
心
理
擧
的
社
會
的
環
境
、
そ
'0
內
容
は
比
較
的
に
芝
し
ぃ
0
野
蠻
生
活
の
最
下
級
段
階
か
ら
始
ま
る 

が
現
在
で
も
猶
存
續
す
る
。

■■
:

.
-b
、
音
聲
語H:

依
存
す
る
心
理
學
‘的
社
會
的
環
境
、
人
間
の
經
驗
は
音
聲
に
表
象
さ
れ
て
他
人
ヒ
傳
べ
ら
れ
、
多
數
の
人
間
の 

.
共
有
物
.に
な
る
。
こ
れ
等
が
傅
說
•慣
習
•域
俗
•信
仰
4

1
レ
ス
.
•格
言
•輿
論
•等
を
生
む
。

':

'
-
C
.記
號
語
.の
導
入
に
依
つ
.て
.現
れ
た
心
理
學
的
社
#
的
環
境
、書
籍
•新
聞
•繪
旖
•映
宇
蓄
音
器
レ
コ
ー
ド
•等
？
科
學
の
發 

達
は
こ
の
段
階
に
於
い
て
始
め
て
可
能
と
な
る
？
從
つ
て
又
、
產
業
•!!
療
•
政
治
的
制
度
•
そ
の
他
高
度
：に
發
達
し
た
社 

.

.會
的
組
織
及
び
統
制
の
諸
形
態
が
と
、
で
始
め
て
現
れ
る
。：
但
し
音
聲
語
も
こ
の
段
階
へ
存
續
す
る
。

.

四
、
派
坐
的
銃
制
的
環
境
及
び
制
度
的
環
境
、
こ
れ
等
は
す
べ
て
の
形
態
の
而
し

て

ま
た
相
異
な
る
程
度
の
組
織
か
ら
構
成
さ
れ
る 

複
合
的
環
境
で
あ
.る
？
然
し
乍
ら
特
に
心
.理
學
的
社
會
的
環
境
が
優
越
的
地
位
を
占
め
る
。

(

If
e
r
D
.こ
の
分
類
は
.
.
^
.
. 

p

q

q

jl§
^
s

a..6.thers,Modemscienti,.knowIedge.,N3 

1
9
2
9
.

に
收
載
さ
、

—

た

.
1ト L. 

B
e
s
a
r
d

執
筆
の
論
文
に
據
.る
も
の
0
..
デV

マ
ア
ー
ン
は
彼
獨
自
の
分
類
を
示
し
て
居
な
い
。

.

,
さ
て
前
述
の
如
く
こ
れ
等
の
瑗
境
が
入
間
の
欲
望
充
足
に
役
立
て
ら
れ
る
時
に
、
そ
れ
は
資
源
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
欲
望
、の
相
違 

及
び
そ
办
缚
M

方
法
の
相
_

に
從
つ
^

4
資
源
.と
着
做
さ
れ
る
も
(0
も
異
か
つ
て
來
％
.
.
:然
^

赁
^>
焱
_

*
發
允
る
：修
人
0
生 

.へ
る
と
"
そ
.
^に
は
多
種
多
様.の
：欲
望
充
足
活
動
が
含
ま
れ
、
從
つ
て
資
源
と
看
做
さ
れ
る
範
圍
：ば
腐
汎

'に
^:
,
-る
。
デ
ン
マ
ァ
マ
ン
は
資 

源
評
懷
の
要
因
と
し
て
個
人
的
欲
望0
他
に
集
圑
的
欲
望
乃
至
は
社
會
的
目
的
と
稱
せ
ら
れ
る
も
0
を
認
め
て
居
る
が(

？
フ
，12-
3
}
、 

斯
か
る
集
團
の
長
期
に
わ
た
る
生
活
か
ら
見
れ
ば
、
.
極
め
て
廣
沉
な
範
嵐
に
わ
た
つ
て
環
境
が
資
源
と
看
做
さ
れ
る
o
.
個
入
の
長
期
に 

わ
た
る
生
活
に
す
ら
多
種
多
様
の
資
源
が
必
要
で
あ
る
。

.
多
數
の
人
間
か
ら
形
成
さ
れ
た
集
團
は
、
經
濟
と
か
戰
爭
と
か
或
石
限
足
さ 

:

費

源
：
問
題
一
考
究

■の

若

干

の

基

礎

、

'

一

 

一' 

(

5

六

一

〕

.



I

M

f
 

-

一
二 

(
一

五
六
ニ)

れ
た
範
圍
の
.：
活

動

を

行

ふ

に

し

：
て

?>
'
、
へ
廣
汎
な
範
圍
に
ゎ
た̂
て
資
源
を
必
要
と
す
る
ザ.ま
し
‘て
，や
そ
^
長
期
に
、̂
^
る
生
话
は
、
こ

S

及
び
i

他
多
種
多
様
.：の
.活
f

包
含
し
：
：：且
つ
文
大I

社

會

集

團

叢
^
 

そ
の
.場
合
資
源

_

做
|

.
ぞ

：の
'は
、
：_
常
な
廣
範
圍
に
及
ぶ
と
ふ
と
な
る
で
あ
ち
；ぅ
？
人
間
そ
れ
自
體
ず
ら
資
源
と
着
做
さ
れ
る
。
.，即
ち
デ
ン
マ

ァ
マ
シ
'に
從
へ
ば
、
ズ

間

は

唐

め
.

一 ..

要
素
I

る
。
.

$
精
神
的
及
び
肉
體
的̂

 ̂

そ
の
.環
撺

を
刹
用
ず
る
新
し
き
方
途I

見
し
新
し
き
技
術.
基

明

す

る
o
,人
間
の
志
望
する
と
■こ
ろ
は
、
活
動
の
目
標
と
目
的|

設
定
す
る
。、

斯
く
1>
て
：人

間

は

同

時

に

、
，
環

境

.
の
，
外

郜

或

は

そ

の

..
上
"に
居
り

し

.か

も

猶

環

境

の

一

部

を

！
！
成

す

る

,0(p
.,  

1
2.C
SJ)

し
て
見
れ
ば
人
間
の

精
神
的
.及
办
肉
體
的
能
力
も
亦
、
社'#
生
活
の
震
と
看
做
さ
れ
る
こ
と
は
不
思
議
でな
いO

唐

の

受

益
渚
と
し
て
の
人
間
は
環
境

の
外
部
に.
曹
從
つ
て
資
源
の
利
用
者
で
♦
る
け
れf

、
生
產
ヵ
0
:一
 
部
分
に
入
り
込
む
人
間
の能
力
は
環
境
で
f

從
つ
て
ま
た 

資
源
と
考
へ
ら
れ
ゐ•
の•
で
あ
る
， 

ハ

以
士
に
於
け
る
チ
ン
マ
ァ
.
.マ.ン
の
所
說
は
、
.資
源
概
念
に
一
つ
の
規
定
を
な
.す
も
の
で
あ
る
o
斯
か
る
意
味
の
資
源
を
定
義
す
る
.場 

合
、
環
境
な
る
.言
葉
を
，使
：用
せ
ず
し
て
*
人
間
の
欲
望
充
.足
に
役
立
：つ
自
然
的
及
び
：社
.#.
的
要
素
の
一
切
、
‘或
は
更
に
簡
單に
、

人

間

 

の
欲
望
充
足
に
役
：立
.つI

切
.
f

 

.
の
か
資
源
な
り
と
：云
.

(

ば
 ̂

h

明
快
で
あ
■る
.か
の
如
き
感
を
與
へ
る
け
れ
ど
.も
、
資
源
が
人
間
の
. 

肉
體
的
及
び
意
識
的
，生

.^

.に

.影
響
し
.、
人
間
の
'生
活
は
ま
た
資
源
：0
-如
何
を
決
定
.翁

來

'る
と
い
ふ
相
互
的
關
係
を
示
す
.が
爲
め
に
、 

環
境
な
る
言
葉
を
使
用
す
る
必
要
.が
.
#る
O
'
M山
政
道
敎
授
は
、
資
ii
は

「T
物j

又
.はr

財
窗
そ
.れ
自
體
に
附
着
し
て
ゐ
る
物
理
的
自 

然

的

性

質

の

み

，か

ら

'

规
定
さ
.れ

る

も

の

，で

.は

：な

く

>

人

類

の

そ

：
れ

&

の
.

『

物』

.戈
は
財
貨
に
.對
し
て
感
ず
る
目
的
-
價

値

に

よ

つ

て

.
：̂

定

‘
..
さ
れ
る
。.
と
共
に
、
そ
れ
が
：.埋
藏
さ
れ
て
：居
る
軍
な
る
自
然
的
又
'は
社
會
的
存
在
を
指
し
'て
云
ふ
の
で
は
無
く
、
そ
.れ
を
採
出
し
、
利 

.用
し
得
る
方
法
や
細
織
や
技
侧
が
發
達
し
て
ゐ
■る
こ
.と
を
前
提
とし

：：

て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
：ぬ
。
”さ
れ
ば
、
資
源
に
就
て
の
脔
篛
の
概
念 

は
、
.
：人

類

に

«
,

レ
て
1
定
の
儐
値
を
有
す
る『

物』

又
は『

財
貨』

に
し
て
、
採
出
す
る
こ
と
：の
可
能
な
る
自
然
的
貯
藏
又
は
社
會
的 

存
在
を
謂
.ふ
と
定
め
得
る
■で

：あ

ら

ぅ

。

」
(

，資

源

概

念

.

と
國
策
計
盡
、「

資
源
し
第
六
卷
第I

號
、
‘
：
昭

和

十

一

年

一

月

.

一
i

頁)

'
ど

I
K
O
:
て 

居

.ら

れ

る

0
へ
.
こ

の

定

義

は

資

源

な

る

概

念

，
の

生

觀

的

性

質

.を

明

，
か

に

し

て

.

居
る
が
、
資
源
と
人
間
生
活
_と
0
間
の
必
然
的
な
相
互
關
係 

.

.を
示
し
て
.居
な
い
點
で
、
や
は
り
不
十
分
と
_

ふ

べ

，
き

で

：
あ

.
ら

ぅ

。

：

‘ 

■
さ

て

以

上

述

べ

た

と

：

.こ

ろ

に

.依

.つ

,
て

、

.
資

源

な

.
る

概

念

を 

一

_

明

か

に

な

し

得

た

と

思

ふ

が

、

尙

若

干

の

.

■

明

を

加

へ

.る

必

要

が

あ

 

.
る

と

思

ふ

o
 

. 

. 

, 

.

:■
先
.づ
第1

一
に
、

.'

チ
ン
-マ
；ァ
マ
ン
の
指
適
し
て
房
な
い
點
と
し
.
：て

、

資

源

0

本
質
が
も
の
で
：は
な
く
、
：も
の
の
婦
性
の
-
1つ
で
あ
る
と 

.こ
ろ
.の
.
力

で

あ

^

こ
：
と

を

注

意

.せ

：ね

ば

な

：
ら

ぬ

o
.
，
吾

K

め

钬

望

_充

足

に

被

立

つ

環

境

は

、

斯

か

る

能

力

を

持

つ

§

に
.
依

つ

て

注

目

さ
 

.

れ

る

。
.
即

ち

そ

れ

，
は

も

•

の
の
源
泉
と
し
て
、
換
言
す
れ
过
も
の
を
生
み
出
す
力
と
し
て
考
，へ
ら
れ
る
が
故
に
、
資
源
と
.
稱

せ

.
ら

れ

る

の 

“で
あ
る
-0
.
斯

べ

し

.
て
原
料
そ
.の
も
の
が
資
源
で
は
な
く
、
.完

幾

品

を

坐

ぜ

：し

め

.る
，
力

，が

資

源

.で

あ

る

o
_
•
同

時

に

又

原

料

を

生

、み

出

す

力
 

も
資
源
.で
あ
る
。
農
産
原
料
に
就
い
セ
考
へ
：ば
3

農

產

原

，料

自

體

は

勿

論

の

；
こ

そ

れ

.

を
生
み
出
す
土
壤
•氣
候
.
#働
•等
で
さ
え
、
 

，

の

も

の

.
と

し

て

.^
資

源

.で

は

な

ぃ

。

.
そ

れ

等

め

尨

Q
；

が
持
つ
產
出
力
沿
資
源
な
9
で
あ
る
0
唯
；含
々
は
便{

4

の
爲
め
に
、
と
れ
等
の 

.も

-0
即
ち
原
料
'«
土
雛
*歲
候
*勞
働
*
そ
0
他
を
以
0
.て
そ
の
：か
を
代
：表
、せ
し
，め
、
日
常
こ
れ
等
の
い
の
を
資
源
と
稱
し
て
居
る
に
過
ぎ 

養
脔
遭
濟
究
霉
干
I

礎 

i
 

P五
六
三)
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I
 

,

5

-

c

l
 

四)

：

,
な
ぃ
';
:0
こ
の
_
に
就
.い

歲

ま

售

治

經

濟

硏

赛

锔̂̂

V
居
る
o .

即
ち
同
く「

資
源
概
念
は
生
產
量
.又
呔
坐
遽
額
を
意
味
;1
>
な
^

潜
按 

(
一.

ニ
：五
：頁) 

'第
--
*
1
:に.は
、,
資
源
^

は

結

局

に

及

い

ぺ

環

境

；
が

人

間

に

對

し

^

持
香
用
性
で
あ
り
，價
値
を
坐
ぜ
し
め
る
'能
力
で
あ
り
、
足
つ
て
又 

そ
れ
は
入
間
が
生
產
■

に
於
狯
利
用
す
石
環
境
力
^
あ
る
'0
.斯
く
し
て
霊
は
生
産
力
を
構
成
す
.る
諸
要
素
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
に 

な

る

4

自
然
的
資
源
又
'»
の
：技
術
*
そ

れ

を

行

专

.る
爲
め
の
諸
雜
設
.等
は
、相
結
合
し
て
き 

然
ら 

ば
何
故
單
純
に
坐
產
要
素
為
さ
:^
に
特
'に

資

源

凑

4

0
で
：あ
ら
ぅ
.か
。
そ
.
の
，
理

由

财

即

ち

第

.一

に

述

べ

た

と

こ

.

ろ
で
明
か
で
あ
.る
。 

即
ち
資
源
の
氺
質
は
、
•
生

產

要

素

そ

の

も

：
の
で
；
な

く

し

て

、

そ

の

屬

他

受

能

ヵ

.
に

在

.

,

換
言
す
れ
ば
各
I

要
素
が
生
産
I

献 

し
得
る
力
で
I

か
ら
に
他
な
1

5

,。
f

は
生
產
力
が
如
何
I

生

虜

素

q

結
雪
S

つ
て
碧
て
居
る
t

知
ら
ね
ば
な 

ら
ぬ
.み
同
時
に
，
'そ
れ
等
0
生
酿
耍
素
の
能
カ
が
.何
處
牝
あ
る
か
、
或
は
交
そ
.れ
亦
划
何
な
る
册
態
ゆ
あ
.
る

か

、
、
そ

れ

.は

短

期

間

に

涸
 

渴
す
.る
で
.あ
I

か
或
は
見
透
し
-P
つ
か

ぬ

- *
き
將
來
ま
で
盡
き
.

g

力
を
持
つ
で
あ
ら
ぅ
か
、
等
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
いo

坐
產
要
素 

と
資
源
と
を
區
別
す
る
理
由
は
と
\
,に
.あ
る
.し
、
.：且
0
又
資
屬
硏
究
ー
の
.重
要
な
課
題
.の
ー
0
も
?:
く
に
見
出
さ
^
る
？

.
第
三
に
は
、
右
に
述
べ
た
通
り
*
源
と
は
.唐
活
動
に
利
用
'さ
.：れ
る
環
境
■

■

す
れ
：ば
、
結
局
に
於
い
て
個
人
的
欲
望
及
び
個 

人f

能
力
か
ら
評
價
さ
れ
る
資
源
な
I

の
は
、
縱
令
理
論
上
こ
れ
を
考
へ
る
之
と
.が

集

.て
も
、
'事
實
上
重
要
な
る
意
管
持
.ち
得 

な
い
。
蓋
し
人
間
の
生
活
は
す
べ
て
社
會
的
生
產
の
.上
I

ま
れ
て
居
る
の
1

0
，

評
價
さ
れ
た
資
源
の
み
が
重
要
性
を
持
ち
得
る
の
'で
f

。
社
會
は
個
从
の
集
團
で
ぁ
.る
け
れ
'ど
も
、
社
會
と
し
て
の
生
西
が
行
は
I

る
以
上
、
そ
0
生
活
を
維
持
す
る
が
爲
め
に
往
々
に
し
て
個
人
的
欲
望
々
衝
突
す
る
社
會
的
欲
望
が
現
れ
る
0
そ
の
.最
も
明
白
な
場
合 

は
所
謂
自
然
的
資
源
の
保
育
に
對
す
る
個
人
的
觀
點
と
社
會
的
觀
點
と
.の
，
衝

突

セ

あ

る

0

倜
人
的
觀
點
に
立
つ
場
合
に
は
、
そ
の
短
い 

I

生
の
間
に
如
何
に
森
林
を
濫
伐
し
や
う
が
：如
何
に
.魚
類
鳥
戳
類
を
濫
獲
し
や
う
が
、_

€>
掘
渴
を
感
ぜ
ず
に
濟
む
か
も
知
れ
な
いo 

然
し
乍
ら
次
の
世
代
0
爲
め
に
斯
か
る
資
源
を
保
全
し
て
置
か
ぬ
な
ら
ば
、
社
會
の
坐
命
も
斷
た
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
か
ら
、
社
會
的
觀
點 

ょ
り
す
れ
ば
斯
か
る
濫
伐
•濫
獲
を
嚴
重
に
統
制
す
る
必
要
を
感
じ
る
o
斯
く
し
て
個
人
主
義
自
由
中
•義
の
時
代
は
と
も
鸬
と
し
て
、
現 

在
'に
於
い
て
は
現
.實
に
社
會
的
欲
望
が
個
人
的
欲
望
に
對
し
て
優
先
權
を
.持
：ち
、
從
つ
て
前
者
か
ら
評
價
さ
れ
た
資
源
の
み
が
琪
要
な 

意
_
を
持
つ
，こ
と
ど
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
資
源
は
常
に
社
會
的
觀
..點
か
ら
問
題
に
.さ
れ
る
と
一K.

つ
て
ょ
s
o 

弟
四
に
は
右
の
如
く
社
會
的
欲
筆
及
び
社
會
的
能
力
か
ら
評
價
さ
れ
た
資
源
が
問
題
に
さ
れ
る
と
し
た
場
合
、
五
：：々

は
社
會
的
欲 

望
な
る
も
の
：に
.就
い
て
疑
問
を
持
た
ざ
.る
を
得
-'
&
い
ゃ
家
族
の
如
き
小
.規
：模
な
集
圑
は
.別
と
し
.て
、
國
家
の
：如
き
大
規
模
に
し
^
且
つ 

當
.然
'に
複
雜
な
構
造
を
持
：つ
社
會
が
、
そ
の
.成

員

；全

體

と

し

て

合

致

し

た

欲

望

を

持

；
つ

と

.

い
ふ
こ
と
は
、
假
に
全
く
無
い
と
は
一K

ひ
得 

ぬ
ま
で
も
、
極
め
て
限
ら
れ
た
場
合
を
除
く
他
は
あ
ゎ
得
な
い
で
あ
ら
う
0
デ
ン
マ
r
マ
ン
は
こ
の
點
に
m

い

て

次

の

如

く

^

つ

て

居 

る
。「

近
代
的
集
圑
は
せ
い
ぐ
相
衝
突
す
る
利
益
間
の
妥
協
の
上
に
基
礎
を
置
い
て
：居
る
。
.
例

へ

ば

坐

產

者

對

，消

費

者

•
資

本

家

對

勞
 

働
者
，地
方
對
都
會
*農
業
對
エ
讀
ノ
等
の
諸
利
益
«1
の
#
協
で
あ
.る
0
斯
か
：る
妥
協
は
、
■そ
れ
が
永
續
し
得
る
.か
或
は
不
滿
者
の
不
平 

を
鎭
め
る
か
す
る
程
に
公
正
な
こ
と
は
稀
に
し
か
な
い
。
斯
く
し
て
變
動
は
例
外
的
と
い
，ふ
ょ
り
も
む
し
ろ
疋
常
的
に
起
こ
り
"
內
邹 

的
©'

闘
は
公
平
な
調
韻H

依
つ
て
.除
か
れ
A
替
ね
に
"
屢

n

强
ヵ
に
^
つ
て
.辛
う
じ
て
窒
息
：せ
し
め
ら
れ
る
。
',
事
實
上
、
.所
謂
集
團
的
.

賓
源
間
題
考
究
の
若
干
の
基
礎
-. 

一

五

(

 j.

五
六
五
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一.五
六
六)

“刺
益
^
る
も
の
は
ャ
社
會
的
必
要
七
^
ふ
標
赠
の
下
^
订
進
す
る
癌
越
的
.
^
 ̂

國
家 

，
の
、
政

策

は

.又

、

國

：民

.

の
*
大
多
數
に
と
つ
て
最
^
嚴
食
;^
魏
望
を
最
^

完

全

：に
；
充

足

.

せ
し
め
：̂

一、 

’三
階
級
の
'結
合
彈
の
社
會
的
-'
|
1的
を
追
^

^

場̂
<
も̂
ぁ
り
得
：る
0
.
,

(

1
>
.ゝ̂

>
§
^

し
て
資
源
：評
價
.の

蓮

避

た

る

社

會

的

欲

望

は

、

.特 

定

社

：看

の

*

織
(0
如

何

に

從

つ

て

き

，ま

る

と

と

.

と
な
.る
し
、
旦
つ
ま：

た
社
會
の
.當
面
す
る
情
勢
の
如
何
に
靡
じ
て
、
換
言
す
>
ば
時
弋 

の
變
遜
に
從
つ
て
、
.
_
化
す
.る

、

の
で
.
^
る

パ
枝
術
孓
词
鐵
に
時
代
也
共
に
變
化
す
る
.
.こ
と.は

宏.ふ
.ま
.で
も
，ない
P .だ

：.

か
ら
資

源

の

，
具 

.體

.的
內
容
は
こ
れ
等
の
諸
要
因
に
從
つ
，て
相
違
し
變
化
す
る
し

、

各
糧
資
■#
の
比
較
的
重
粟
性
も
同
職
に
相
違
し
變
化
す
，る
。
㈣

へ
ば 

、.資
本
主
_
社
會
に
於
け
る
機
械
：的
生
產
.の
隆
盛
；は
、
鑛
業
資
源
の
©
.要
性
を
增
大
.せ
し
め
、
現
在
の
國
際
情
勢
は
所
謂
國
防
資
源
に
絕 

對
的
な
a
要
性
を
翼
す
る
0

:

、

一：第
托
ビ
は
、
現
在
の
世
界
に
於
い
て
は
、資
源
も
常
に
價
赌
經
濟
の
下
に
評
價
さ
れ
開
發
さ
れ
.て
居
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

•こ
れ
社
簡
單
明
瞭
^

事
實
で
ぁ
.り
乍
ら
，
1
か
も
極
め
て
重
要
-'
7
±
事
實
で
あ
る
。
資
源
た
，る
や
否
や
は
.結
局
人
間
に
依
る
利
用
可
能
性 

の
如
何
で
定
ま
る
が
、
.,
こ
の
利
用
可
能
性
：は

「

近
代
の
慣
格
經
濟
の
下
.に
於
い
て
は
、
太
部
分
生
產
費
、と
市
場
價
：格
と
の
關
係
に
依
存 

.す
る
，O
.
J (Z

i
m
m
i
a
l

 op. 

d

rp. 

4
)

.各
趣
資
源
.の
比
較
的
重
要
性
は
、
_

現
實
に
は
.し
の
採
算
關
係
に
依
つ
.て
決
走
，さ
れ
る
の 

で
，ぁ
る
0
,資
源
が
'果
し
て
潜
在
的
能
カ
と
し
て
の
み
.止
ま
.つ
て
.居
.る
が
或
は
そ
の
能
カ
が
：現
實
の
，產
出
カ
と
し
生
か
さ
れ
て
來
る
か
、 

換
言
す
れ
ば
資
源
が
.死
蔵
.さ
れ
る
か
活
用
さ
れ
る
が
が
、
全
く
こ
の
採
算
關
係
で
決
定
さ
れ
.る
。
而
し
て
採
算
關
係
は
一
方
に
於
い
て 

唑
產
技
術
の
變
化
^
他
方
に
於
ぃ
て
は
需
給
關
係
め
^

の
結
果
と
レ
て
ス
絕
ぇ
ず
變
化
し
て
行
く
？
：
.

最
後
に
、
資
源
の
具
體
的
內
容
は
固
定
的
の
も
の
で
な
く
、
流
動
的
可
變
购
で
あ
る
.こ
と
を
强
調
せ
ね
ば
：な
ら
な
い
。
そ
れ
は
自
然 

的
過
程
の
結
果
と
し
て
も
、
.或
は
ま
た
人
間
.
に

依

る

利

用

の

.
結

果

と
し
て
も
、
そ
れ
自
體
が
量
的
に
變
化
せ
し
め
ら
れ
る
し
、更
に
人 

，間
の
欲
望
及
び
技
術
の
變
化
從
つ
て
ま
た
採
算
關
係
の
變
化
に
依
つ
て
、
そ
れ
自
體
の
量
的
變
化
が
な
く
と
も
相
對
的
質
的
に
も
變
化 

せ
し
め
ら
れ
る
。

■

以
上
述
ベ
て
來
た
と
こ
ろ
は
、
.デ
シ
マ
ァ
マ
ン
の
見
解
を
中
心
と
し
て
そ
れ
を
敷
衍
し
多
少
の
補
足
を
行
つ
た
も
の
で
あ
.つ
て
、
或 

は
そ
の
論
：理
を
多
少
進
め
得
た
か
と
は
思
ふ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
何
等
修
正
し
た
と
こ
.ろ
は
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。
さ
て
右
の
如
く
資 

源
な
る
も
の
を
解
釋
す
る
と
、
社
會
0
長
期
に
わ
た
る
生
，活
の
觀
點
か
ら
す
る
時
、
資
源
.
と

は

.
殆

ど

際

限

も
な
い
廣
範
圍
の
環
境
力
を 

含
む
こ
•と
に
な
;^
。

勿

論

吾

々

は

斯

か

る

萬

有

科

學

的

な

硏

究

に

着

手

す

る

事

を

躊

躇

す

る
。
然
る
に
、
.右
に
'述
べ
た
如
き
解
釋
は
、
 

前
揭
の
纖
山
敎
授
の
說
と
も
こ
の
點
で
は
共
通
し
て
居
る
し
、
更
に
松
井
資
源
局
長
官
も
同
if
の
說
を
述
ベ
ら
れ
て
居
る
S

三)

。

(

藝I
)

险
井
資
源
局
長
官
は
、
資
源
と
は
、
■國
民
の
知
能•
道
德•
體
カ•
等
の
人
的
要
素
と
、
土
地•
氣
候
*
励
植
物•
等
の
物
的
要
素
か
ら
な■
 

り
•
國
家
の
存
立
繁
榮
に
對
す
る
蕋
礎
で
あ
り
源
康
で
あ
る
と
い
ふ
意
味
の
こ
と
を
說
か
れ

"
や
は
り
資
源
の
意
味
を
辕
も
廣
く
解
釋
し
て
罟
ら 

れ
る
。
從
つ
て「

配
分
的
拍
義」

の
樹
立•「

集
團
糈
神
の
發
揚

j

•
等
を
も
、
1世
思
資
源.
の
合
理
化」

•
恶
本
產
業.
の
確
立•
技
術
研
究
の
肋
長
•
等 

と
共
に'、
資
源
保
育
の
笟
要
方
針
と
し
て
.
擧
げ
て
居
ら
れ
る0
同
氏
0
場
合
の
資
源
は
、
國
家
の
存
立
繁
.榮
と
い
ふ
は
つ
き
り
し
た
國
家
的
目
的 

.

の
見
地.
か
ら
考
磁
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(

昭
和
十
ー$
六
月
十
四
日
慶
應
義
熟
產
業
研
究
會
主
催
講

_

會
に
於
け
る
講
演
ノ
ー
ト

〕

若
し
も
右
の
見
解
を
：以
o
て
硏
，究
を
進
め
ょ
ぅ
と
す
れ
ば
、
そ
の
手
段
と
し
て
.資
源
を
ょ
り
基
本
的
な
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
の 

幾
多
の
等
級
に
分
つ
こ
と
は
可
能
'で
あ
る
。
そ
の
等
級
を
設
げ
る
.基
準
は
、資
源
を
硏
究
す
'る
場
合
の
夫
々
の
見
.地
.に
從
つ
て
異
な
る
。
.

资
海
間
題
考
究
め
费
千Q.

菡

磷

. 

一

七

六
$

.•
•
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資
皞
問
題
考
究
の
截
干
の
甚
礎
':1

八

'

C
l

五
六
へ)
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.

. 

I 

. 

.

.

. 

I
-
• 

• 

.

例 
<

 
ば
、
.農
業
に
對
す
る
資
源
釔：

硏
究
し
：ょ
ぅ
i
ず
_る
瘍
合
や
は
土
鹱
及
び
氣
候
が
>
議
業
の
：場
合
に
は
鑛
物
«
藏
量
が
最
も
基
本
的 

な
資
源
で
あ
ら
：ぅ

タH

業
'の
.資
歡
に
於
^
セ
は
そ
れ
程
明
^

^
な
^'
^

>
.且
づ
土
.業
.が
各
^'
門
^就

，.

い
で
相
違
し
：て

吾

るo
:然
し
•そ

 ̂

に
も
拘
ら
ず
、
右
の
如
き
等
級
別
を
設
け
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
0
"而
し
て
若
.し
.も
社
會
坐
：沿
の
'
何

等

か

の

部

分

，
に

限

定

せ

ず

、

社

會

坐 

活
一
般
に
就
い
セ
の
資
源
を
考
へ
；る
と

す
れ
ば
、
そ
の
場
合
f

藻
本
的
窻
義
を
持
.つ
も
の
は
V
外
的
自
然
的
資

源

で

あ

る

。

資

源

問 

題
の
考
究
が
外
的
自
然
的
資
源
に
服
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
•©
は
、

一.つ
に
は
斯
か
る
理
由
か
ら
で
紅
り
、

一

つ
に
は
そ
れ
以
外
の
資
源 

を

論

ず

；る

こ

と

は

、

場

合

：に

^

つ
て
極
め
.て
困
難
^
か
ら
で
あ
ら
ぅ
。 

.

ン
.‘

-」

斯
く
の
■
■<
等
級
を
附
す
る
と
並
ハ
に
或
る
限
界
を
設
け
て
、
そ
の
最
小
ノ
亂
度
以
下
の
_
チ
は
こ
れ
を
棄
て
ね
ば
な
ら
ぬo

「

即
ち
資
源 

は
凡
ゆ
る『

物』

や『

財
貨J

を
含
む
べ
き
.で
無
く
、
：
一
 

定
の
標
準
に
從
つ
：て
、
.そ
の
財
產
目
錄
が
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」

(

前
,
 

蟣
山
敎
授
論
文)

こ

の
限
界
を
如
何
に
し
て
き
め
る
か
に
就
い
て
は
、要
す
る
に
資
源
利
用
目
的
例
へ
ば
國
防
•農
業
•國
民
福
利
事
業
• 

等

，
の

遂

行

と

本

質

的

な

關

係

を

持

つ

ボ

否

か

に

依

づ

て

::
'
決
定
す
る
他
は
な
い
と
思
ふ
0 

:

.

然
し
乍
ら
と
に
灼
、
斯
.く
す
る
こ
と
に
依
つ
.て
吾
々
は
資
著
.の
'研
究
に
着
手
し
得
る
の
で
あ
る
。
右
の
如
き
範
圍
の
限
定
が
圯
當
に

行
ほ
れ
み
と
否
と
は
、
硏
究
の
價
値
を
左
右
す
る
軍
大
問
題
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
果
し
て
そ
れ
に
成
功
す
る
や
否
や
は
技
術
の
問
題
で

あ
る
。

:

:

 

' 

'

.-

こ
れ
は
.明
か
に
非
常
な
困
難
を
伴
ひ
且
つ
科
學
的
な
精
密
さ
^

失

ひ

易

い

仕

事

で

，
あ

る

o

然
し
乍
ら
若
し
.こ
の
見
解
を
斥
け
る
と
ず 

れ
仗
、
資
源
な
る
概
念
ゆ
、

j

切
の
も
の
の
究
極
の
源
泉
で
あ
る
外
的
自
然
の
持
つ
力
と
し
て
規
定
せ
ね
ば
.な
ら
.ぬ
。
中
間
的
の
限
界

を
區
M
す
る
論
據
を
筆
者
は
.知
ら
な
v>
o

欲

望

充

足

の

能

力

の

一

切

，を

包

含

せ

し

め

る

か

、

然

ら

ず

ん

ば

ー

切

..，の

能

カ

の

究

極

の

源

泉
 

の
み
に
.限
定
す
.る
か
で
あ
る
。
然
る
に
外
的
自
然
的
資
源
に
.の
み
限
定
す
る
'こ
と
は
、.

現
實
の
砠
#

砠
象
の
现
㈣
を
可
能
な
ら
し
め
る 

が
以
で
は
な
い
0
蓋
し
人
間
が
そ
の
過
去
の
生
活
の
結
果
と
し
て
作
り
出
し
た
社
會
的
•資
源
の
中
に
、
自
然
的
資
源
.と

並

ん

：で

最

も

重 

要
な
意
義
を
持
つ
も
の
を
認
め
る
か
.ら
.で
あ
る
o
例
へ
ば
：生
產
技
術
の
如
含
、
究
極
的
に
は
自
.
然

的

資

源

の

產

物

と

說

.べ

?:
と

が

叚

に 

誤
り
で
な
い
と
し
て
も
、
吾
々
は
そ
れ
の
み
に
：依
，つ
て
現
實
世
界
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
闲
難
で
あ
ら
ぅ
0
要
す
る
に
そ
れ
は
自
然
決

定
論
で
あ
り
、
"吾
.々
の
と
る
と
こ
ろ
で
は
な
パ
。

：
二

-
.
' 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

-

,

斯
く
し
て
筆
者
は
ひ
<*
:
先
づ
右
の
見
解
に
從
ふ
も
の
，で
あ
る
が
、:

尙
こ
i

に
斯
か
る
概
念
規
定
の
歷
史
的
性
質
と
考
へ
ら
れ
る
^
の 

を
指
彼
し
て
置
き
た
い

。

即
ち
資p

な
る
概
念
.を
以
つ
.て
*
Jb
述
0
如
く
廣
大
無
邊
€>
範
圍
に
わ
；た
る
有
形
無
形
の
い
か
が
持
つ
と
こ 

ろ
の
欲
望
充
足
能
力
な
り
と
す
る

こ

ふ

咚
^
局

に

及

い

て

、

從

來

幾

多

の

.
自

然

科

學

•
社
會
科
學
乃
至
は
技
霞
の
分
野
に
於
い
て 

分
業
的
に
硏
デ
さ
れ
て
來
龙
と
こ
ろ
を
、»
源
^:
る
觀
點
よ
り
統
合
的
に
見
直
す
.と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
るの
で
あ
る
。
而
し
て
後
進 

す
るf

方

ち

「

資
源
政
策
;̂
な
る
名
爾
於
.い
て
、ー
一
:切
の
，政
策
を
銃
合
的
£

见
て
&す
ど
ふ
に
私
る
6

#

裝

現

往

0
#
界
は
ァ
資
本
主 

義
國
.に
於
い
て
も
«

會

虫

義

國

..に

於

い

て
も
、
.民
主
主
義
政
治
は
消
滅
し
た
か
或
は
消
滅
し
よ
ぅ
と
し
て
居
るo

獨
裁
的
權
カ
の
集
中 

は
、
國
に
依
つ
て
異
な
つ
た
形
態
に
於
い
て
ぐ
は
あ
.る
け
れ
ど
も
：、全
世
界
を
通
じ
て
の
著
し
い
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
世
界
的
傾
向
と 

右

の

如

き

資

源

概

念

の

廣

沉

な

.解

釋
と
は

必

然

的

、な

關

聯

..

が
あ
り
'は
せ
ぬ
だ
ら
ぅ
か
o
各
國
に
於
け
，る
計
®
經
濟
•
統

制

經

濟

の
進
行 

は
、
そ
.の
出
®
點
は
ど
こ
に
あ
る
ぬ
せ
よ
、
と
^
角
社
會
現
：象
，に
對
す
る
銃
合
的
見
地
を
要
求
す
るo

國
防
計
畫
.
が
* ：
て

ら

れ

る

場

合

に 

賓
掘
問
.題
考
：究
の
蓉
干
©
基
礎 

.一

九

、
.ブ
-E
六
九
ノ



■;

資
满
濶
題
考
究
|

亨
の
基
礎
： 

ニ 

o
. 

(

5

七
〇)

は

—-
層
^

^
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
す
る
指
導
橄
念
:<
?
:'£
て

資

源

な

る

概

念

が

：立

派

に

適

合

す

'

る
の
_で
梂
な
か
ら
ぅ
.か
0
,こ
の
.
言

葉

は

、 

倫
論
的
價
_
.判
斷
を
離
れ
た
翁
望
充
足
カ
.と
し
て
解
さ
..れ

ね

ば

な

，ら

ぬ

け

机

ど

も

/.
>
.
物

の

：
禪

こ

れ

は

.擎::
#
.
の

獨

斷

論

.：
に

過

，ぎ

な

.

い
し
、
チ
.シ
マ
ァ
マ
#
が
斯
か
る
見
地
を
と
っ
て
居
る
.こ
と
は
、
米
國
流
の
社
#

學

者

•
地

理

擧

者

と
 

し

て

不

思

^

で

は

な

：
い

'°

唯
# ,

井

長

官

力

.

明

治

以

來

發

達

し

來

た

っ

た

吾

國

.文

化

が

分

化

し

輿

門

化

し

た

の

を

統

一

的

線

合

的

渾

一
 

的

に

考

察

.す

る

：
こ

と

，
片

：
國

防

計

畫

樹

立

1

の

爲

め

に

、
：
資

源

|

察

が

行

は

れ

る

|

っ

た

、
：
と

い

ふ

意
 

る

.の
は
‘
注

意

に

値

す

，
る

と

思

ふ

o 

(

前
揭
、
講
演
ノ

ー

ト)

,

• 

- 

.

.

.

. 

-
X
. 

’

.

.

.
へ

：
，：'

.

.

—

資
源
硏
究
と
は
、
上
述
の
如
き
資
源
が
如
何
に
■
存
し
て
居
る
か
、
そ
の
開
發
の
現
狀

並

泛 

そ
の
人
類
• 

國

，

或

は

ょ

り

狹

い

範

圍

の

集

團

に

及

ぼ

す

影

響

如

何

等

に

就
い
'て
の
研
究
をs

§

際
的
研
究
i

問
的
研
究
と
？

れ
鼻

っ
I

が

集

や

ぅ

。

.
即
ち
國

家

I

謹
防

地

か

ら

國

防

資

源
I

備
耷
^
 

る
爲
め
に
行
ふ
.硏
究
と
か.:
.

個

人或
は
法
人
が
：そ
の
利
潤
增
大
の
見
地
か
ら
產
業
資
源
の
獲
得
•
支
配

I

的
と
し
て

行
ふ

硏

究

と
か 

は
、
實
際
的
研
究
に
屬
す
る
。
こ
れ
に
對
し
ヴ
、

一
，
應

斯

かる
實
際
活
動
臭
せ
ん
と
す
る
目
的
を
離
れ
、
資
源
と
社
童
活
.と
1
 

係
に
藤
す
る
觀
察
に
藤
い
て
、
社
會
現
象
の
硏
究
を
進
め
ょ
ぅ
と
す
.る
學
問
姻
立
場
が
あ
り
得
る

o

こ
れ
等
各
種
の
硏
究
の
間
に.は
、 

そ
の
決
.々
か
H

*

蕾Q

範
菌
乃
至
猶
類
花
相
遠
が
あ
り
、
地
铖
的
に
も
.廣
狹Q

相
違
が
存
し
、
甚

又

，
開
_

現
狀
及
び
將 

: f
可
能
姓
に
就
ぃH

も
"

單
に
產
出
量
と.
i

費
と
が
問
題
に
さ
れ
る
場
合
もI

う
し
.

そ
S

發
に
對
す
る
人
間
及
び
自
然
の.

役
®
:

如
何
と
い
ふ
廣
饥
な
問
題
が
注
目
さ
れ
.る
.こ
と
も
あ
ら
■う
し
-
更

に

靈

麗

の

影

響

に

就

.

.ぃ
て
も
、
利
_

Q
如
何
或
は
國
瞥 

6«
の
達
成
勿
何
が
.問
題
と
き
れ
る
場
合
も
あ
り
、
他
方
社
會
生
沿
全
般
に
わ
た
つ
て
；.の
影
響
が
紫
察
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
然
し
戸
ら 

こ
れ
等
5

 Q

硏
究
を
通
じ
て
、
資
源Q

現
存
量
を
求
め
、
，そ
れ
が
現
在
及
、び
將
來H

於S

て
如
何
に
醫
さ
れ
、
人
間
に
對
し
て
如 

何
な
.る
影
響
を
與
へ
る
か
を
硏
究
す
る
點
は
共
通
で
あ
る
。 

'

關
さ
'て
前
述
.の
如
く
資
源
硏
究
は
そ
の
動
機
に
從
っ
て
、
實
際
的
硏
究
と
爵
的
硏
究
と
に
大
別
さ
れ
る
。
實
際
的
研
究
と
は
、
.云
ふ 

ま
で
も
な
く
實
際
■

上Q.

諸
目
的H

直

接

裏

す

.る
動
機Q

 

T
に
行
は
れ
る
硏
究
で

あ
.る
が
、
こ

©
讓

に

®
す
る
硏
究
と
■し
て
S 

在
最
も
重
要
な
も
の
は
、
恐
ら
く
國
家
的
見
地
か
ら
す
る
硏
究
で
あ
ら
う
。
殊
に
所
謂
國
防
資
源
の
硏
究
：は
、
國
家
的
機
關
に
依
り
多 

數
の
人
員
と
多
額
の
發
用
を
以
つ
て
行
は
れ
い
國
家
總
動
員
針
畫
樹
立
め
最
も
主
要
な
某
礎
を
な
し
て
居
る
。
然
し
乍
ら
他
方
、
阈
家 

'的
見
地
か
ら
す
る
硏
统
に
し
て
«
接
に
は
國
防
と
關
係
な
く
進
め
ら
れ
る
も
0
も
あ
る
0
即
ち
國
民
の
一
般

的

福

.祉
增

進

の

見
地
か
ら 

資
源
の
.開
發
及
び
保
育
を
目
的
と
す
.る
硏
究
で
•あ？

て
、
：來
國Q

如
き
、
特
に
資
糧
富
に
し
て
從
っ
て
又
そ
の
來
育
の
努
力
が
大
な 

る
i
n 一n
性
を
持
ち
得
る
阈
に
於
い
て
行
は
れ
.る
S

凹)

。

こ
れ
も
®

^
と
し
て
當
然
の
任
務
に
屬
す
る
と
と
の
や
う
で
は
あ
る
が
、
現 

在
の
世
报
に
於
い
て
ょ
り
麗
に
行
は
れ
て
居
る
硏
究
は
、.
恐
ら
く
國
防
的
見
地
か
ら
の
研
究
で
あ
：
I

O
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
各
國 

に

が

け

る

資

.
^

¥:
デ

の

實

饱

を

知

ら

ぬ

け

れ

ど

も

.

、現
在
の
國
際
情
勢
か
ら
見
て
、
斯
く
の
.如
く
推
定
し
て
差
岡
あ
る
ま
.

■ 

C
O

,

(

註
四)

米
國
の
國
民
資.源
局
.產

1

Resources 

f
 

r
d
.

が一

九
三
四
牢
に
發
表
し
た
浩
瀚
の
.麗

報

哲

書

卜
茗

^

p
i
l
i
n
g
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n
d
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資
源
仰
題
考
究
の
葙
.
干
：
の
：基
礎 

；
ニ 

(

j
s
七

：



.
資
源
問
題
考
究
の
：若
干
の
基
礎「 

1

3

C
I
S
.

七
ニ)

：

^
.
1 

- 

0
, 

0

,

の
序
文
冒
頭
に
は
、；
っ
米
國
の
自
然
的
資
源
は
全
國
民
に
麗
す
る
遺
產
で
あ
り
、
全
. 

國
民
の：

福
利
の
爲
め
^
保
存
さ
：れ
利
用
さ
れ
ね
.ば

な

ら

，
ぬ
0
:
;

晋
國
の
：民
主
々
義
政
治
.の
甚
礎
た
る
原
理
：は
、
吾
々
の
文
明
の
獲
得
物
は
本
来
大
衆 

の
獲
得
物
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
は
少
數
者
で
は
な
く
冬
數
者
の
福
利
の
爲
.め
に
管
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
：.ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
晋々

の
®'

• 

• 

•

.

.

.

ぐ.

.

.

.
,
•
! 

. 

. 

' 

• 

.

-I
.
.
. 

•

.

つ
貴
菔
な
資
源
即
ち
土
壤
，水
カ
.
鑛
物
は
、
米
國
々

：

民
に
華
仕
す
る
爲
め
に
存
在
し
、
金
市
民
の
原
组
福
社
の
增
進
の
爲
め
に
存
在
す
る
の
で
あ 

'  
.
る」

，P.  

V0
と
述
べ
ち
，れ
て
唐
る
。
而
し
て
實
際
上
こ
の
調
査
は
',
景
氣
谈
復
を
企
圖
す
る
大
規
模
な
公
共
土
木
事
業
の
令
國
的
計
畫
樹
立
に
資 

す
る
も
の•
で
あ
つ
た
：か
ら
、

.
國
防
的
見
地
と
直
接
に
は
關
係
を
持
た
な

が
：：

つ
た
？

：

こ
.れ
等
二
種
類
の
硏
究
の
相
違
點
を
見
る
，に
、
國
防
的
見
地
に
立
つ
も
の
.
は

、
，
，
：急

輝

な

國

防

資

源

の

.
整

備

を

目

的

と

す

る

關

係

上

.、

特

に

國

民

の

體

ヵ

樹

進

.

ゃ
眾
需
.品
製
造
梭
術
の
進
步
を
促
さ
ぅ
と
す
る
が
、
：平
和
的
見
地
に
立
づ
も
の
は
、
そ
れ
等
の
事
業
に
特
に
注

意
を
拂
は.な

い
,0
;
:國

民
0
體
ヵ
增
進.は
^
和
的
見
地
；̂立
つ
て
も
勿
論
望
ま
し
い
<:
.と
セ
|>
り
、
.軍
需
品
製
造
技
衝
も
そ
の
ー
多
く
は
.平

■

へ
 

. 

.

.

. 

.

.

.■ 

.

和
的
エ
業
技
術
と
共
通
の
も
の
で
あ
：る
か
ら
*
そ
の
意
味
で
こ
れ
も
亦
望
ま
し
い
こ
と
で
.あ
る
。
然
じ
乍
ら
他
方
に
於
い
て
は
、
國
防
の

• 

* 

- 

•
. 

. 

一

爲
め
に
は
、
自
然
的
.資
源
開
發
の
.速
度
も
*
資
本
及
妙
勞
働
力
.の
許
す
：限
b
最
大
限
度
に
高
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
乎
和
的
見
地

, 

' 

.

' 

.
ノ
 

：

.

.

..
 

.

の
硏
究
が
將
來
の
國
民
に
對
し
て
.自
然
的
資
源
を
保
存
し
ょ
ぅ
..と
す
るQ

に
比
較
す
れ
ば
、
:國
防
の
.爲
め
の
硏
究
.
は

、

.
そ

の

點

に

關

し

て
將
來
の
國
民
0
利
益
を
考
慮
し
て
居
る
こ
と
が
出
來
ぬ
'の
で
あ
る
0
要
す
る
に
雨
者
と
も
、
夫
々
異
な
つ
た
方
面
に
於
い
て
、
重
要

■ 

• 

' 

. 

• 

.■+
+
+
+

 

,

性
を
持
つ
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
や
ぅo 

- 

國
家
的
見
地
を
災
に
超
越
し
て
、
.人

類

全

體

の

一

幅

酏

靖

進

0

見
地
.か
'ら
す
る
•硏
究
も
.、
理
論
上
に
は
可
能
で
あ
る
。
而
し
て
何
人
も 

斯
か
る
硏
究
が
盛
ん
に
.：行
は
れ
大
な
る
實
艰
を
結
ぶ
こ
と
を
願
望
す
る
で
あ
ら
う
や
：然
し
乍
ら
假
に
斯
か
る
意
圖
か
ら
出
發
す
る
や
う

に
兒
ぇ

る

硏

究

が

.ぁ

つ

.

」

て
'も
、
帝
國
主
義
的
對
立.

：

の
甚
し
い
.現
在
に
於
い
；て
、
實
質
的
に
國
家
的
見
地
ょ
り
以
上
に
出
づ
る

も

.

の
に
は 

な
b
得
.な
い
.と
云
べ
や
ぅ
。
例
へ
ば
國
際
聯
盟
の
調
奔
の
如
き
、
>

く
と
も
表
面
上
、
國
際
的
平
和*
各
國
民
平
等
0
福
祉
を
目
的
と 

す
'る
ご
と
は
一
；
ふ

ま

で

%'
な

い

が

、
實

質

上

「

持

つ

：國

々

」

の
.利
益
擁
護
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

他
方
、
個
人
的
見
地
に
立
，つ
資
源
硏
究
は
、
：個
人
主
.義
•自
由
主
義
の
衰
退
と
共
に
、表
面
か
ら
'
そ

.の

影

を

消

し

て

し

ま

つ

た

。

阈

家 

的
目
的
と
相
容
•れ

ぬ

名

：の

は

當

然

排

除

さ

れ

，る

し

、
：
そ

れ

':

と
合
致
す
る
も
の
は
旺
盛
.に
行
.は
.れ
.る
け
れ
ど
も
、
國
家
的
見
地
.：が
表
面
に 

出
さi

、
.

個
人
的
見
地
は
そ
の
背
後
に
置
か
'れ
る
の
：で
.あ
る
0
例
べ
ば
吾
國
に
於
い
'て
昭
和
八
苹
に
內
閣
資
源
審
議
會
に
依
つ
て
選
定 

さ
れ
た
'「

國
家
«
耍
硏
，究
事
？
 

0
硏
究
に
從
ふ
民
間
企
業
家
は
、
國
家
的
見
地i

立
つ
て
硏
究
を
行
つ
て
厝
る
の
で
あ
る
0,
.

‘上
述
'の
如
.き
實
際
的
硏
究
に
.對
し
て
學
問
的
研
究
が
あ
る
6
.後
者
は
、.資
源
な
る
も
の
：が
社
會
生
活
と
の
關
聯
に
於
い
て
始
め
て
存 

在
し
得
る
以
上
、
社
#
科
學
的
硏
究
5:
:主
體
と
し
、
自
然
科
學
的
及
び
技
術
的
硏
究
ば
從
屬
的
位
地
を
占
め
る
。
換
言
ず
れ
ば
社
會
生 

活
の
各
方
间
に
就
い
て
>
:資
源
が
勤
め
る
役
割
を
晛
か
に
す
る
と
と
が
、
そ
の
究
極
0
課
題
ど
な
る
0
而
し
て
實
際
的
：研
究
と
異
な
り
、 

各
種
資
源
を
孤
立
的
.に
取
上
げ
.る
こ
と
.な
く
"
常
に
そ
の
相
5:
的
關
聯
に
於
い
て
觀
察
す
る
。
.蔻
し
各
種
資
源
は
す
>へ
て
相
互
的
關
聯 

の
上
に
#.
:在
：す
る
も
，の
で
あ
つ
て
、

一
部
の
資
源
を
孤
立
的
に
取
上
げ
，る
こ
t

に
.依
つ
て
ば
、
如
何
な
る
社
會
現
象
に
對
し
て
も
眞
實 

の
理
解
を
得
.る
こ
：と
.が
出
來
ぬ
か
ら
で
あ
-る
。.：.1

聯
の
資
源
が
結
合
し
て
' 
一
つ
の
61
制
と
し
て
§

し
>
そ
の
土
に 

一
It
#
の
經
濟
體 

制
が
樹
立
さ
れ
、
：
更
に
特
定
の
型
：の
文
化
が
坐
成
す
る
。

 ̂

0の
體
制
を
な
す
各
個
資
源
は
相
互
的
に
密
接
な
攔
聯
を
持
つ
こ
i
は 

ふ
ま
で
も
な
く
、
資
源
•經
濟
.
•文
化
は
同
様
に
密
接
な
關
聯
の
卞
：に
置
か
れ
：て
居
ゐ
0
:
1つ
の
地
域
社
會
の
土
孃
•氣
候
•等
の
形
.ち
に 

鸷
源
問
遛
考
究
の
蓊
干
皇
礎 

二

三

(.一

五
、七
三)



.

1

1

1

1

1

1

 

- 

二
四
：

(

5

.+r
四)

'於
け
る
資
源
や
、
佳
民
の
人
種
的
#
質
や
、
«
:に
經
濟
0
:
型

或

：は

一

般

に

：文

化

.の

型

ば

、

す

べ

，
て

入

類

の

|

が
始
ま
.つ
；て
以
來
の
非 

:

常
m
長
い
間
に
、
：.有

機

的

.な

關

聯

を

持

つ

：u
l

な

づ

.
たの
か
あ
：つ
セ
、
入
M
そ
0
他
0
地
域
的
移
動
に
依
つ
-て
、」

斯
か
る
結
翕
係 

0
:破
壞
さ
れ
る
場
合
が
|

に
過
ぎ
な
い
。«

|
目

|

,

_

等
と
の
關
聯
の
下
に
存
在
ず
る
の
で
あ
つ
て
、

こ
れ
を
孤
立
的
：に
存
在
す
る
も
の
.と
し
て
硏
究
し
て
は
な
ら
な
い
の
.で
.あ
る
0 

.
■さ
で
資
源
の
具
體
的
內
容
.を
_
成
す
る
自
然
的
及
び
社
會
的
諸
要
素
は
、
人
間
.の
生
：產
活
動
に
於
い
'
て

社

會

生

活

と

交

渉

を

持

ち

；
！
ロ 

め
：
そ
こ
で
始
め
て
資
源
と
な
る
：の
で
あ
る
か
ら
、
社
會
生
活
.の
各
方
菌
の
|

、經
濟
着
と
資
源
.と

，
の

關

係

が

當

然

に

最

も

_

的

顏

係

で

き
"
二

窘

資

源

裏

配

す

る

：一
社
會
.の
經
濟
が、
そ
の
.資

に
社
會
の
.經
濟
組
織
が
資
源
の
開
發
に
如
何
に
影
響
す
る
か
、
更
に
ま
た
將
來
の
經
濟
的
發
機
の
方
向
決
定
に
對
し
て
資
源
が
如
何
な

る

讓

を

な
す
か
等
の
S

は
、
.別
の
慕

を

.以
？

す
れ
ば
、
特
定
I

s

濟
と
そ
の
續
境
と
の
關
係
を
硏
究
す
る
こ
と
I

.先
つ
第
‘一

に
經
濟
地
理
學
の
硏
究
題
目
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
社
會
生
活
の
他
の
方
面
と
の
關
像
は
す
べ
て
第
二
義
的
で
は
あ
る
が
、
.

然
し
乍
ら
資
源
と
文
化
の
關
係
や
資
f

人
類
學
的
瑰
f

 

l

係

等

は

、

夫

.
々

文

化

地

理

學

•
人
類
地
理
學
の
硏
究
醫
と
な
り
得

る
。
社
會
學
者
.は
ま
た
、
環
境
と
人
間
と
の
.關
係
を
.取
扱
ふ
が
故
に
、
要
す
る
に
欲
望
充
足
力
と
し
て
の
環
境
に
他
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の

資
源
と
社
會
生
活
と
の
'關
係
は
、
當
然
そ
の
研
究
詈
の
ー
部
と
な
る
。
經
濟
學
者
に
■と
.
つ
て
も
自
然
的
要
素
の
硏
究
は

、
旣
に
親
し 

.み
深
い
硏
究
題
目
で
あ
る
。 

、
、
 

.

.
I
し
乍
ら
社
會
生
活
と
資
源
と
の
關
係
を
現
■實
の
事
情
に
就
い
て
硏
究
す
る
こ
.と
は
、
自
然
科
學
•社
會
科
學
及
：び
技
^

に就
い
て
の

煩
瑣
な
る
知
識
が
極
め
て
多
く
必
要
で
あ
り
、
非
常
'に
困
難
.な
仕
事
で
あ
る
。
デ
ン
.マ
ァ
マ
ン
は
大
體
翁
の
如
き
題
目
を
取
上
げ
、
.農 

業
。
畜
産
業
•
林
業
•鑛
業
•電
力
•
等
の
各
種
資
源
に
就
い
て
、
そ
の
經
濟
生
活
と
の
相
互
關
係
を
取
扱
•っ
て
居
る
が
、「
こ
の
書
に
於
い 

て
は
、
經
濟
學
硏
究
者
に
と
り
、
經
濟
學
と
密
接
な
關
係
に
あ
る
社
#
諸
科
學
殊
に
地
理
學—

人

類
•
社
會
•
文

化及
び
經
濟
の
諸
池 

理

學
の
提
供
す
る
材
料
を
、

一
層
完
金
に
且
つI

層
容
易
.に
利
用
し
得
る
も
の
た
ら
し
め
よ
ぅ
と
す
る
試
み
が
行
は
れ
て
罟
る
。
- 

(p. 

v
i
i
)

實
際
斯
か
る
勞
作
が
切
實
に
必
要
な
の
で
.あ
る
0

, 

資
源
な
る
考
へ
方
或
は
資
源
間
題
が
重
要
性
..を
持
つ
.に
至
っ
た
の
.は
、
比
較
的
に
挤
し
1
こ
と
'0
や
ぅ
で
あ
る
0
そ
の
；主
要
な
原
因 

と
思
は
れ
る
も
の
と
し
.て
、(

一〕

坐
產
技
術
の
高
度
の
.發
達
に
伴
っ
て
、.
農
業
を
除
く
他
の
自
然
的
資
源
殊
に
鑛
物
資
源
.の
利
用
は
、 

大
規
模
に
經
營
さ
れ
る
場
合
に
特
に
有
利
と
な
り
、
自
然
的
資
源
_を
聲
富
に
所
有
す
る
地
威
に
生
產
'が
集
中
す
る
倾
向
が
增
大
し
た
爲 

め
に
、貧
し
い
資
源
し
か
持
た
，歡
國
々
の
苦
境
を
一
身
甚
し
か
ら
し
め
た
こ
と
バ
ニ)

若
干
の
が
そ
の
獨
占
的
產
物
の
輸
出
を
銃
制 

し
て
獨
占
利
潤
を
得
よ
ぅ
と
し
た
こ
と
、(

三
.

)

先
進
資
本
主
義
國
に
於
け
る
鑛
物
資
源
は
大
體
に
於
い
て
最
盛
期
を
過
ぎ
、
ア
フ
リ
ヵ
• 

逝
釗
逝
の
攸
置
が
上
昇
し
0
、
あ
る
こ
と
、(

四
_
>近
年
；の
不
況
•；經
濟
的
國
民
主
義
把
侬
っ
て
貿
易
萎
縮
し
、
原
料
購
入
が
益
.々
困
難 

を
伽
へ
た
こ
と
、(

五)

著
し
い
技
術
の
發
達
は
、
人
造
繊
維
•
人

造i

•
人
造
ゴ
：ム
，
等
の
製
造
に
成
功
し
て
、
逆
に
資
源
を
增
大
せ 

し

め

る

か

の

如

く

見

え

、

上

記

の

諸

原

因

と

は

別

な

意

味

で

資

源

，
問

：
題

，
に

法

意

を

惹

い

.

た
こ
と
、
等
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
や
ぅ
。
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.
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六
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瓦
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，
 

;raw 

materials, 

w
l
q
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D
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p
 

S

3:ppp
,
7
-
1
2
.
:

參
照
^
殊
に
泜
年
ァ
ゥ
タ
ル
平
丨
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
傾
向
が
激
し
く 

な

る

：
に

つ

れ

，
て

：；

資

源

の

問

題

.は

最

.も

重

大

'&
國

際

問

題

Q
.

一 

つ
：
と

な

つ

，
た

.

？
斯
く
し
て
、

一
九
世
紀
か
ら
旣
に
森
林
の
濫
伐
そ
の
他 

の
货
め
に
資
源
問
題
は
發
生
し
た
■

I
れ
.が
國
際
的
に
®
要
性
を
帶
び
る
に
至
つ
た
の
は
、
大
戰
後
に
S
す
る
。
だ
か
ら
霞
と
い 

ふ
考
へ
方
も
、
：眞
に
重
要
性
を
持
つ
に
至
0
た
の
.
は

大

體

そ

の

：
頃

で

：
ぁ

|

と
思
ふ(

璧

)

。
.
" 

>

パ
.：A
註

要

：
後
述.す
る
や
ぅ
に

一
:

ル

〇

〒〈

一
九0
九

年

努̂
^

丨
ズ
ヴ
.ラ
ル
ト
の
熱
心
な
主
張
に
も
拘
ら
ず
失
敗
に
終
っ
た
。
斯
か
る
運
動
は
‘
遠

；後
1
5
年
を
經
て
、.漸
く
近
年
に
至
り
與
然
し
た
の
だ
か 

ら
.
.結
局
資
源
問
題
は
、
ニ
〇
世
紀
姻
め
の
来
國
人
に
と
つ
て
は
、
.爾
.數
間
題
で
は
な
か
0
.た
の
^
0 

試
み
にEncyclopaedia Britanfca

を
見
る
と

、

そ
の
一
三
版(

一

九
ニ
六
年)

に
至
つ
て
始
め
てconservation 

of 
g

^

l

l

i
 

と
い
ふ
項
目
が
出
來
て
居
る
が
、
そ
の
以
前
の
版
は
項
貝
は
勿
論
の
こ
と
、
.sources, 

n
a
i
l

 

resources

等
の
字
を
索
引
で
傑
し
て
も：o

て 

來
な 
I 

'palg

3-ve.s.

stdtionary. .of' POHtical、econc

-3yv H. Higgs' ce.d.) ：L§
dor,

.

1926.

に
'̂
、
..索
引
に
..す
ら
丑
.て
®
.
/
-

<

、，o
.
. 

w
. 

R* 

.
>
• 

Selfg 

日

 an and Alvin Johnsons Encyclopaedia of 
sodial sciences, 

vol.1
1
,
N
e
w

 

York, 1
9
3
3
.

に
は
、
デ
ン
マ
ア
产
ノ
が 

z
i
p 
一
 

rosourqes 

と
い
ふ
項
目
を
執
餹
し
て
居
る
。
ま
た
ff
i
i 一
 fsmittel, Hilfsquelle, NaturHches ffiilfsmittel, 

wirtschaftsl

n-hes 

Hilfsmittel

 ̂

の
言
葉
を 

Myers Lexikon 1
9
2
4
-
1
9
3
P
7
. 

Auflage. 

Handws
e
r
b
u
c
l
l der 

Staatswissenschaften. 

1923.9. 

4. 

Aufiage. 

W5rter- 

,

buch der volkslrtschaft. 

i
s
a 

4. 

A
u
s
a
?

に
就
い
て
探
し
て
見
て
%.
見
當
ら
な
い
。
國
富
と
か
0
以|

1
|

て
と
か
生
產
要
素
と
か 

の
言
葉
が
資
源
の
意
味
も
含
め
て
使
.は
れ
で
居
*:
:
の
で
ぁ
ら
ぅ
o
:
.

斯
く
の
如
く
、
資
源
問
題
が
實
際
生
活
に

.於
い
て* :
要
性
を
持0
に
至
つ
た
の
，が
、
比
較
的
新
し
い
こ
：と
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
研
究 

は
む
し
ろ
今
後の
こ

と

に
屬
す
るc

最
近
の
國
際
情
勢
の
.急
迫
は
、
實
際
的
硏
究
に
も
拍
車
を
か
け
る

が

、

學
問
的
硏
究
を
も
刺

戟

す

る
。
；.學
問
的
硏
究
は
> 
實
際
活
動
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
實
際
的
硏
究
に
比
し
迂
遠
で
あ
：

&

‘ょ
り
太
な
る
勞
ヵ
と
時
間
を.費
す
0

然
し 

乍
ら
そ
れ
は
、
結
局
に
於
い.て
最
も
正
確
な
る
、
從
つ
て
ま
た
最
も
有
用
な
る
知
識
を
獲
得
ず
.る
方
法
な
の
で
あ
るo 

、

:
: 

'

;

:四
、
.資
源
の
：分

類

''
:

'

,

'

_

.

.

'

,

.

:

'

■

■

資
源
の
硏
究
は
、
實
際
的
な
る
と
學
問
的
.な
る
と
を
間
は
ず
、
す
べ
て
資
源
の
現
存
量
.
の
，
調

裔

か

ら

出

發

す

る

。
.

然
る
に
資
源
は
、

-
、

V

社
會
の
長
期
的
生
活
の
見
地
か
ら
見
る
時
に
は
、.
.
.
殆
ど
無
限
と1

K

っ
て
も
ょ
い
程
の
#

C
の
も
の
が
持
っ
能
力
か
ら
成
っ
て
居
る
。
而

.
、
、 

.

し
て
そ
れ
等
の
有
形
無
形
の
も
'の
の
間
に
.は
，
當
然
.に
そ
の
機
能
•
形
狀
.
•等
に
於
け
る
差
異
が
存
在
す
る
。
そ
の
.結
果
あ
ら
ゆ
る
資
源

♦

硏
究
に
於
：

S

て
、
■先
づ
分
類
が
必
要
と
な
る
。
:

..

分
類
の
基
準
は
、1

K

ふ
ま
で
も
な
ぐ
硏
究
の
-目
的
如
何
に
從
っ
て
定
ま
.る
。
.國
防
的
見
地
か
ら
す
る
研
究
の
場
合
に
は
、
先
づ
當
然

に
國
防
資
源
と
非
國
防
資
源
或
は
軍
需
資
源
と
平
和
資
源
と
を
區
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
.い
9
國
防
乃
至
戰
爭
に
役
立
っ
資
源
と
然
ら

ざ
る
も
の
；と
を
區
別
し
:'
そ
の
.數
量
及
び
品
質
を
列
擧
し
た
目
錄
を
作
成
す
•る
の
で
あ
'る
o
.こ
の
目
錄
作
成
に
は
當
然
更
に
細
部
分
に

對
す
ぞ
分
類
が
行
は
れ
ね
ぼ
澈
ら
な
知
0
:
:而
し
：て
そ
れ
は
ま
た
各
稲
資
源
0
戰
爭
遂
抒
土
'<
0
機
|

塞
矽
で
符
は
：れ
务
で
あ
ら
ぅ
0
.-
-現

代
の
.社
-
#坐
活
の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
、
へ_
防
乃
至
戰
爭
準
備
の
^
«1
が
極
め
.て
强
ヵ
な
澎
響
を
與
.
へ

て

居

る

事

實

か

、
ら
’

見
て
、
こ
の

分
類
の
方
法
は
、
.
mに
阈
家
的
見
地
か
ら
す
る
硏
究
に
於
い
.て
の
み
な
ら
ず
、
'.
.あ

ら

：ゆ

る

.

實
際
的
及
び
學
間
的
研
究
を
通
じ
て
、
最
も

®

要

な

意

義

を

.持

っ

も
.の

と1K

は
ね
ば
な
ら
ぬ
？

.'
,

:

.

■■
.
' 
-
ン

ヘ

:.
.

,

こ
れ
に
次
い
で
虛
要
な
意
義
を
.特
：っ
も
0
.
は

、
，
國

民

の

福

祉

增

進

の

見

地

I

す
る
諸
事
業
の
..爲
め
の
資
源
分
類
で
あ
る
。
殊
に
.最

資
源
問
題
考
究
の
若
干
の
基
礎 

二

セ

2

五
：七
£
.
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ニ
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(一

五
七 

氣
恢
復
と
か
農
村
署I

f
 
■
畫
I

て
る
I

ま
ら
行
は
れ
る
資
源.の
_

つ
も
の
で
I

ぅ
。
こ
の
場
t

l

.
の

签

準

は

實

施

さ

れ

る

事

業

の

性

質

に

應

じ
て
定

だ

れ

る

こ

と

は

繁

專 

裳

共

ま

事

業

I

l

f

目
的
と
し
た
來
圏
民
資
源
5

九
一
I

s

準
と
し
て
、
霊

を

土

地

資

源
•水
力
資
源.
•鑛
物
資
源
に
分
類
じ
、
I

各
S

對
I

分

科

寶

會裏
け

て

.調

蕾

 

蕾

更

®

寒

爲

め

の

包

括

的

な

資

源

麗

が

行
.は
れ
た
實
例
を
筆
者
は
知
I

い
が
V
若
し
斯
.

1
も
P

S

そ
れ
I

想
的
6

 
土
木
事
業
を
始
め
と
し
て
、
.敎
育
•衞
竽
金
融
•
そ

の

翁

般

.の
義
の
各
分
野

S

け

る

資

督

錄

R

製』

 

:
ら
始
唛
^
べ
き
で
4>
る
;°
: 

.

. 

. 

.

. 
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- 

.

\
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!
 

-
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一
 

: 

. 

.

. 

. 

.. .. 

*

靈
の
學
問
的
研
究
は
勿
論
何
等
か
の
.事
業
遂
行
1

的
と
す
る
も
の
でI

い
P (

然
^

に
於
い
て
や
は
り
何
等
か
の
人
間
行
動
で
ぁ
る
。
從
つ
て
そ

れ

等

行

動

の

.
如

何

に

基
い
て
資
源
分
類
を
行
ひ
得
る
。
.例
へ
ば
經
濟
坐
活 

に
就
い
て
經
濟
資
源
を
•
戰
時
活
動
に
就

S

て
戰
時
資
源
を
•
更
I

業
そ
の
他
の
產
業
活
動
に
就
い
て
農
業
資
源
そ
の
他
各
産
業
資
源 

を
區
别
.す
る
こ
と
が
出
來
る
0
而
し
て
原
料
生
產
•鐵
生
產
.
•綿
花
生
産
の
如
き
；ー

眞

定

さ

れ

た

範

圍

の

行

動

に

就

い

て

、

例

.へ

ば

原 

料
資
源
.

s

f
棉
花
資
源
•等
が
區
別
さ
れ
、或
は
又
、
生
産
方
I

s

MJ
プ
人
間
が
各
獄
環
®v

に
華
し
て
有
す
名
相
互
關
係
の
差
異
を
注
目
す
る
場
合
に
は
、
自
然
的
資
源
•社
會
的
資
源
の
區

別
や
、有
機
 

物
資
源
•
.無
機
物
資
源
.
S

別
が
：行
は
れ
る
？

'
.
' 

S

f

る
に
實
際
的
硏
究
ま
問
的
硏
究
と

I

じ
一
切
の
資
源
硏
究H

於
い
て
、
資
源
は
主
と
し
て
次
の
三
種
類
S

準
に
從
つ
て

分
類
さ
れ
得
る
。
即
ち
第
：

一:

に
は
、
人
間
の
.■何

等
かQ

行
励
を
中
.心
と
し
：て
そ
れ
に
關
聯
を
持
つ
資
源
を
區
劃
限
定
す
る
こ
と
、
第
二
に 

は
、
人
間
と
環
境
の
諸
部
分
と
の
相
互
關
係
に
於
.け
る
差
異
を
寒
準
と
し
、
第
三
に
は
各
種
資
源
の
自
然
科
學
的
性
質
を
銮
準
と
し
て 

分
類
す
る
と
と
で
あ
る
。
前
二
者
は
資
源
の
機
能
如
何
に
基
く
分
類
方
法
で
あ
る
。.
本
來
、
資
源
は
人
間
の
欲
望
充
足
活
動
と
の
關
聯 

に
：货
い
て
存
往
す
る
の
：だ
か
あ
、
資
源
の
資
源
と
し
て
の
性
質
は
そ
：の
機
能
如
何
で
き
ま
る
。
而
し
て
.そ
れ
は
又
、
資
源
の
物
理
•
化 

學
的
杏
在
と
し
て
：の
性
質
に
侬
つ
て
根
本
的
に
は
決
定
さ
れ
る

.。

*つ
て
物
理
，•
化
學
的
存
在
と
し
て
の
資
源
の
性
質
に
基
く
第

一

一
一
の 

分
類
方
法
も
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
.も
、
そ
れ
は
資
源
と
し
て
の
性
質
を
直
ち
に
示
す
も
の
で
.な
.
い

か

ら

、

前
一
一
者
程
に
a

要
視
す
る
こ
 

と
は
出
来
な
^

有
機
物
及
び
無
機
物
資
源
の
.區
別
は
、
斯
か
る
基
準
に
依
る
分
類
で
も
あ
る
が
、
.そ
れ
は
同
時
に
欲
望
充
足
の
機
能 

を
果
す
上
に
於
い
て
著
し
い
差
異
が
あ

る
結
梁
と
し
て
斯
く
分
類
さ
れ
る
の
.で
あ
るO 

’

.

右
に
擧
げ
た
諸
種
の
分
類
は
い
づ
れ
も
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
殊
に
國
防(

或

：
は
：戰

時

.
•

軍
需
'

)

資
源
と
平
時
資
源
と 

の
分
類
は
％
現
注
最
髙
の
重
要
性
を
持
つ
も
の
で
あ
ら
ラ
。
而
し
て
そ
れ
に
次
い
で
は
、
自
然
的
及
び
社
會
的
資
源
の
.區
別
.が
重
要
な 

意
_
を
持
つ
。
そ
れ
は
自
然
的
資
源
が
人
間
坐
活
維
持
の
..最
も
.栽
本
的
な
要
顏
で
。あ
つ
て
社
會
的
資
源
は
.
そ

の

甚

礎

.
の

上

に

築

か

れ

て
 

届
る
と
い
ふ
事
實
と
、
自
然
的
資
源
が
多
吩
に
固
定
的
.C

時
間
的
に
：空
間
的
に)

な
性
質
を
持
つ
と
い
ふ
事
*

と
の
一
一
つ
.の
.事
曲
に
依 

る
。
即
ち
氣
候
*
土
駿
*
地
形
.
等
の
'如
き
自
.然
的
倐
件
は
、
農
產
物
そ
の
他
物
資
の
^

出
カ
を
包
藏
し
て
届
る
が
故
に
明
か
に
資
源
で
あ 

る

が

、

そ

れ

等

は

絕

ぇ

ず

變

化

し

て

居

る

と

は

い

，へ
、
' 

社
#
的
條
#:

に
比
ベ
：れ
ば
、
實
際
上
殆
ど
.變
化
が
な
い
に
等
し
い
。
，加
ふ
る
に 

人
力
に
依
り
そ
れ
等
を
場
所
的
に
移
動
せ
し
め
る
こ
と

，

が
出
來
な
v >
9

'-
.社
#
的
資
源
は
元
來
人
間
の
作
り
出
し
た
も

の

.
で

あ

り

、

場
所 

.資
源
間
顧
考
究
の
若
午
の
基
礎 

.11

九
^
:
:
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五
七
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問
f

究
I

干
の
農 
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(
m

八
〇) 

的
に
こ
れ
を
移
動
せ
^

め

る

こ

と

は

可

能

，で

あ

：る

？

從

つ

て

自

然

的

資

源

が

，
，ー
.
.

社
會
に
於
い
.て
如
何
な
る
狀
態
に
あ
る
か
は
、
決
定
的 

尨
意
_
を
特
:0
:0

特
定
の
‘地
域
社
會
に
鑛
物
激
藏
量
が
乏
し
け
れ
ぱ
>
:そ
こ
へに
は
工
業
が
發
達
し
得
な
い
か
、
或
は
他
か
ら
の
^
物
輸 

入
に
依
つ
：I

s

得

る

か

、

；い

づ

れ

か

I

I

箸

を

得

な

い

。
：
：
f

:裊
 

念

は

，
斯
か
る
事
出
に
基
く
：の
で
あ
る
'。
.ま
：た

有

鬵

資

f

無
機
■
資
源
と
：の
區
別
：は
！

存
ず
る
，こ
と
.
を

減

じ

て

後

者

へ

：
の
，
依

存

：
に

等

る

_

、
生
活
態
樣
0
上
に
諸
種
の
著
し
い
變
化
が
窗
さ
れ
得
る
點
で
、
こ
れ
も
亦
重
要 

な
分
類
で
あ
る
。：‘例
べ
：ば

篇

性

講

に

代

つ

て

：鑛
物
性
染
料
が
用
ひ
ら
れ
る
遙
づ
た
.こ
と
や
、
人
力
•
家

畜

•
等

か

ら

得

ら

れ

た

動
 

.力

が

1

鑛

物

•
水

力

か

ら

得

ら

れ

る

動

ガ

に

そ

め

位

置

を

ゆ

づ

，
つ

た

こ

と

は

、

人

類

の

着

の

諸

方

面

に

わ

：
た

.

つ
て
、：
著
し
い
變
化
を
_ 

窗

し

て

：
居

る

.。
！

•
 

-
 

.

:
す
べ
て
の
資
源
硏
究 

'に
於
い
て
ノ
そ
の
研
究
の
目
的
に
：應
じ
右
に
擧
げ
た
諸
分
類
及
び
そ
の
：他
.の
分
類
方
法
を
適
當
に
組
合
せ
て
、

資

源

，
の

目

錄

を

作

成

せ

^

ば
な
.̂

ぬ
。
こ
o
場
合
分
類
方
法
が
當
を
得
な
け
れ
ば
，資
源
目
錄
比
.用
に
立
ち
得
な
い
の
で
.あ
？

て

、
分

領

 

作
業0

重
要
性
は
頗
る
大
き
い
羞
は
ね
f

l

”內

麗

源

局

、
帝

國

を

見

る

と

本

邦

資

源

 

は
次
の
如
く
分
類
さ
れ
て
居
る
o

.

;
 

V
丨
 

•
-

.

I ,
一
 j

.
.

A
力

A
總

人

ロ

B
技
能
者
、
C
筋
肉
勞
働
#

第
三
、
動
カ
及
び
燃
料
''
人
水
カ
、
>
燃
料
、
'ぐ
電
カ
、
0
原
動
機
分
布
;

取

四

、

施

設

、

ん

漁

業

，、

B-
瓣
山
v

C

H

t

D交
通
、
B.
倉
*

第
五
•
.坐
產
物
ノ
A
農

產

物

B
、
蠶
業
生
産
物
V

G
畜
產
物
、
D
林
產
物
、
E
水
産
物
' 

!
^
鑛
產
物
，
0
エ
業
製
品 

同

「

總
覽j

は
，
國
家
自
體
が
何
等
か
の
事
業
遂
行
0
準

備

と

し

，
て

作

製

し

た

の

で

も

な

.

く
、
特
殊
の
題
目
に
就
い
て
硏
究
す
る
爲 

め
の
も
の
で
も
な
い
o
'そ
れ
は
單
-に
、
本
邦
資
源
の
.全
貌
を
國
民
に
示
さ
う
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
分
類
が
極
め
て
困
難
で 

あ
る
と
と
は
疑
ひ
の
余
地
が
な
い
o
右
の
分
類
は
、：

大
體
に
於
い
て
最
も
根
本
的
な
意
義
を
持
つ
資
源
か
ら
漸
次
に
派
生
的
な
も 

の
へ
、
各
種
資
源
の
機
能
の
相
違
を
兹
準
に
し
て
行
は
れ
た
や
う
に
見
え
る
.が
、
第
'一：
に
於
い
.
て

は

土

地

，
の

農

産

物

產

出

力

•
地

下

埋
 

藏
物
の
數
量
•
等
、眞
に
土
地
賓
源
と
看
做
さ
る
べ
き
も
の
は
含
め
ず
、
む
し
ろ
第
四
の「

施
設」

中
に
含
ま
る
べ
き
利
用
別
土
地
面
積 

の
如
き
が
揭
げ

ら

れて
居
り
、.

分
類
の
菡
準
が
明
確
と
は
一
其
へ
な
い

。
同
時
に
X
そ
机
は
本
^

®
源
に
就
い
て
.の
明
確
な
觀
念
を
與
へ 

て
吳
れ
な
い
の
，で
あ
る
。
：資
源
は
結
局
何
等
か
の
生
活
部
茴
に
と
つ
て
の
資
源
な
の
で
あ
.る
か
ら
、
斯
か
る
資
源
目
錄
も
、
諸
種
の
生 

活
部
面
每
に
資
源
を
纏
め
て
示
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

.

:

、

.

,
五
、
資
源
政
策
：.

'
.
っ

:

.:•

:

資
源
の
開
發
に
當
つ
て

、
個
人
的
利
益
と
社
會
的
利
益
と
は
往

々

に,b
て
衝
突
す
る
。
資
源
の
開
發
を
個
人
的
欲
望
の
赴
く
儘
に
委 

ね
る
場
合
に
は
、
そ
の
荒
廢
を
齎
す
虞
れ
が
あ
り
、
.;
社
#
的
利
益
•
社
會
的
目
的
が
害
せ
ら
れ
る
危
險
が
.あ

る

。同
時
に
社
會
の
行
動 

そ
の
も
の
も
、
社
會
的
利
益
に
就
い
.て
開
明
さ
れ
た
自
覺
を
伴
は
ぬ
場
合
に
は
、
斯
か
る
結
果
を
招
か
ぬ
と

も
.限
ら
な
い
。
そ
こ
で
現 

代
の
國
家
は
、
社
會
的
利
益
乃
至
社
會
的
目
的
の
名
に
於
い
て
ン
個
人
的
利
益
^
個
人
的
欲
望
を
制
肘
し
て
、
資
源
開
發
を
統
制
す
る 

.

資

源

問

題

考

究

，
の

若

干

の

基

礎

， 

s

 

a

五

八1)



.

資
鍊
.

f
考
究
の
莽
千
の
基
礎 

三

ニ

2

五
八
5
 

„
と
と
と
な
り
、
.こ
>
に
必
然
に
國
家
'の
資
源
政
策
が
考
：慮
.さ
れ
る
:«
.
-
:
:
/

加
ふ
る
に
資
源
政
：策
：の
發
生
に
は
も
ぅ
--
つ
の
根
據
が
.あ
"る
。
，
そ
れ
は
資
源
，0
開
發
*保
存
.培
養
*'
等
の
'事
業
に
於
い
5

國
家
の 

み
が
そ
の
適
當
な
る
事
業
檐
當
者
た
る
場
合
が
あ
る
と
'い
ふ
事
實
で
あ
る
。
.假
に
或
る
資
源
の
開
發
.事
業
に
冷
い
'て
、

利
益
と 

社
會
の
利
益
.と
が
衝
突
し
な
：い
場
合
が
あ
る
.と

し

：
て

も

、
へ

個

人

の

能

カ

の

及

ぱ

な

.い

大

規

模

事

業

で

あ

る

時

は

.、

.
そ

の

社

會

全

體

の

能
 

力
に
依
賴
し
て
そ
れ
が
遂
行
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
豐
富
な
資
力
と
强
大
な
權
カ
を
持
つ
近
代
國
家
は
>
1E
に
斯
か
る
第
業
の
遂
行 

紫
と
し
..て
'
少
ぐ
と
：も
そ
の
能
カ
に
於
い
.て
は
最
適
任
者
と
，云
は
.ね
ば
な
ら
な
い
々
胼
く
し
て
國
家
自
體
が
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
と 

■な
れ
ば
、
當
然
そ
の
意
味
に
於
い
.て
も
資
源
政
策
が
行
は
れ
る
こ
と
に
な
，る
。

.
'

と
こ
ろ
で
資
源
政
策
と
はI

體
何
か
。
そ
れ
は
ノ
そ
の
：目
的
か
美
べ
ば
、
_

的
目
的
に
順
應
し
た
資
源
の
開
發
点
存
南
養
の 

方
針
を
樹
立
し
、
そ
の
實
施
に
就
い
て
必
要
な
統
制
を
行
ふ
こ
と
で
あ
る
し
、
そ
の
形
式
か
身
へ
ば
、
資
源
の
.開
發
•保
存
•培
養
に 

關
す
る
讓
的
統
制
で
あ
る
。
そ
の
特
質
は
、
政
策
の
根
本
目
的
が
國
民
の
受
け
る
即
時
的
直
接
的
利
益
に
な
い
點
で
あ
I

O
然
し 

乍
ら
霞
に
就
い
て
の
國
家
的
銃
制
は
、
こ
.れ
を
鑛
物
資
源
の
.み
に
就
^
て
見
て
も
、
非
常
に
多
種
多
様
で
あ
る
。
例
へ
ば
國
I

に 

於
け
る
鑛
業
制
限
•鑛
業
に
於
け
る
獨
占
の
助
長
或
.は
制
限
•資
源
保
存
の
爲
め
の
義
抑
¥

國
營
•獎
勵
的
關
税
•差
別
的
課
税
•
國

際 

的
獨
占
企
業
へ
自
國
資
本
S

加
を
は
か
る
爲
め
の
外
交
々
.渉*

國
際
條
約
に
依
つ
て
の
外
國
々
有
地
に
於
け
る
自
國
人
の
採
掘
J

 

得
•等

m

诗
に
.多
種
多
様
で
あ
る
。(

c
. 

K
.

 

Leith, 

op. 

erf:., 

pp. 

7
6
-
1
2
4
,

參
照)

ま
し
て
や
各
種
資
源
全
體
に
わ
た
つ

て

見 

れ
ば
國
象
の
政
策
は
す
べ
て
資
源
政
策
と
い
ふ
こ
と
犯
な
る
4
•こ
れ
は
資
源
の
概
念
を
前
述
の
如
く
規
定
し
た
當
然
!D
結
果
で
あ
つ

て
*;
論
理
的
に
は
誤
り
で
は
.な
'い
。
.
從
つ
て
國
家
の
一
切
の
政
策
を
資
源
政
策
と
稱
す
る
こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
は
蒂
間
な
い
。
然
し 

乍
ら
筆
者
は
、
こ
i

で
國
家
の
諸
方
®

の
政
策
を
す
べ
て
資
卿
政
策
と
し
て
銃
合
的
に
建
て
直
ず
こ
と
に
關
し
、
考
察
を
行
は
う
と
は 

思
：は
な
い
0
と
人
で
は
唯
、
' 自
然
的
資
源
保
银
の
政
衆
と
國
防
資
源
政
策
と
に
就
い
.て
、
■
即

ち

特

に

資

源

政

费

と

稱

：せ

ら

，れ

る

も

の

.
の 

、み
に
！
！
い
て
述
べ
ょ
う
と
患
ふ
o
.
: 

.

.

.
さ
.

V

風
家
の
赘
潘
政
策
は
、

一
#

_
の
資
源
か
ま
は」

團
の
資
源
を
對
：象
と
す
る
。
M-
し
て
そ
：の
範
圍
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
國
家Q

 

目
的
.に
依
つ
そ
き
ま
る
。〗

遠
い
將
來
.一
の
國
民
の
爲
め
に
、
資
源
を
保
存
し
ょ
う
と
す
る
政
策
は
、
余
り
に
廣
い
範
圍
を
對
象
と
せ
.ね
ば 

な
ら
‘ぬ
が
故
に
、
最
も
蕋
ギ
的
に
し
て
柘
ク
最
‘
不
變
的
な
自
然
的
資
源
の
開
發
^
保
存
が
統
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

斯
く
.し
.て
資
源
政
策
に
於
け
る
.統
制
0:
對
象
4'
.そ
の
方
法
も
、
國
家
の
.目
的
如
，何
：に
傲
づ
て
定
ま
つ
て
來
る
o
例
へ
ば
日
本
に
於
け 

各
現
布
の
最
も
主
要
な
.
る

資

源

敗

策

は

、

國

防

資

源

の
；.

盤
®
を
目
的
と
す
る
.
こ
、
と

は

周

知

の

.
事

實

で

あ

る

'
。
.
昭

和

|

一
牢
に
.
設

置

さ

れ

た
 

窨
源
局
及
‘び
資
滅
翁
議
會
は
.、「

人
的
及
物
的
.資
源
ノ
銃
制
親
用
訐
畫」

(

資
源
局
官
制
、第
，

一

條)

の
設
定
衣
び
遂
行
の
爲
め
の
統
轄
的 

.事
務
撒
關
と
諮
問
機
關
で
あ
■る
が
、
そ
.の
；活
動
は
國
防
資
源
：の
'涵
«

，
盤
«
を
目
的
と
.す
.る
.も
の
.で
.あ
る
。
昭
和
四
年
の
資
源
調
^
法 

及
び
そ
の
後
多
數
制
定
さ
れ
た
各
種
資
源
の
調
木
兹
乃
：至
調
脔
令
>
調
赉
規
則
.等
は
、
：大
正
.七
年
制
定
の
軍
需
調
齑
令
に 

:

あ

夂

.：そ
の
.
4層
大
規
模
啟
徹
底
し
た
性
質
0
.
も

の

で

，あ

.
る

0
"
斯

く

し

て

ち

わ

統

制

方

國
防
資
源
調
奔
の
.續
行
と
特
に
技
術
的
進
步
：の
爲
.め
の
集
約
的
な
努
力
で
あ
る
o(

東
京
.政
治
經
濟
硏
究
所
編「

ll
f
c界
と
日
本
、
對
恐
慌 

工

作

裡

の

，
政

治

經

濟

年

誌

J

昭

和

九

年

刊

、
：
五

.M

Q

丨

：五

四

六

頁

參

照

)

，.

.

:

•
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資
源
則
題
考
究
め
鲜
午
の
»
礎 
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三
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五
八
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究
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.
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：
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.
こ
れ
に
f»
.

し

て

来

國

に

は

、

ー
前

^
の
如
き
景
氣
恢
復
^
目
的
^
す
^
資
源
政
策
が
あ
り
、
更
に
ま
た
將
來
長
別
，に
わ
之
つ
て

國

民

±

 

活

：の

物

質

的

寒

礎

を

i
し
：ょ
^.
ど
：ホ
る
資
源
政
策
%:
あ
を
々
^

者
は
、主
と
し
て
政
府
<0
.
.&;
共

土

木

事

.業

と

し

て

實

施

さ

吖

、

後

者

は
 

例
へ
ば
石
油
費
頫
の
保
全
に
對
す
る
.
句
昏
£

&

1

0

|
 

或
ぼ
林
產
寶
源
に
對
す
るT

i
m
b
e
r

 

Conservation 

B
o
a..
H
d等
0
機
關
を
中
心
.
と
：
し

て

遂

行

さ

れ

る

a
:

こ
れ
.等
兩
者
は
、
1
;
方

：
が

本

來

勞

働

：
の
：
遍

鑛

を

主

た

る

目

的

^

ー
つ
と
す
'る
性
質
卜
、 

積
極
的
な
事
業
&
遂
行
す
る
も
の
.で
あ
る
に
；對
：し
、
：他
方
味
過
度
の
：生
産
を
抑
制
ず
る
消
極
的
な
側
面
を
も
含
む
點
に
於
い
て
兩
若
相 

異
な
0
て
居
衣
が
>

兩

者

と

も

そ

の

.事

業

0
結

釋

，
將

來

長

期

に

^
:

た
づ
七
國
§

霧
利
を
齎
す
こ
と
を
意
圖
す
る
ど
と
に
於
い
て
共 

通
點
を
持
つ
.？
.然
る
ヒ
國
防
資
溉
政
策
は
、_

際
的
危
櫞
が
切
迫
す
れ
ば
す
る
：程
、
遠
：い
將
來
に
起
こ
り
得
べ
き
結
娱
に
就
い
て

f

 

顧

僧

：
し

榑

：
な

く

な

る

々

換

言

す

れ

ば

國

防

資

源

，
政

策

と

他

0

ニ
種
：の.資
源
政
策
は
，
國

難
い
も
の
に
な
る
。
戰
带
に
準
備
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
國
家
ほ
、
人
類
の
：利
益
：に
反
し
た
斯
か〗

る
政
策
を
已
む
を
得
ず
采
る
の
で
あ
つ
て
、

そ
の
'非
常
時
的
な
强
權
に
依
り
平
和
的
資
源
政.策
ょ
り
も
比
；較
的
に
容
易
に
そ
の
政
策
を
遂
行
し
得
る
が
、
そ
れ

.だ
け
に
ま
た
將
來D

爲
め
保
存
さ
る
べ
き
資
源
に
し
て
ー
層
容
赦
な
く
犧
牲
：に
さ
れ
る
も
の
が
办
る
：か
も
知
れ
な
い

<>
現
在
に
於
け
る
國
際
的
對
立
の
激
化

は

い

：
つ

れ

世

界

的

な

規

模

の

大

戰

#

を
招
來
す
る
こ
.と
を
褒
慮
せ
し
め
る
が
、
若
し
そ
れ
が
事
實
と
な
る
な
ら
ば
、
世
#
的
な
國
苏

資
源
政
策
の
强
行
と
歡
宰
の
齎
す
破
壞
と
に
依
P

、.
.將
來
の
人
類
.
の
蒙
る
被
害
は
莫
大
で
あ
ら
ぅ
o

こ
の

意
味
に
於

い

.て

、

戰

爭

を

^

來
せ
し
め
.る
原
因
が
■何
で
あ
る
に
せ
.ょ
、
そ
の
原
因
は
將
來
の
人
類
に■對
し
て
、
少
く
と.も
資
源
の
減
損
の
點
に
就
い
て
、
.
大
な
る
損 

窖

を

與

ベ

る

.も

の

と

123
:
は
ね
ば
な
ら
ね
o 

V
,

.

こ
の
國
防
資
源
政
策
や
景
氣
恢
復
の
目
的
と
結
合
す
る
資
源
政
策
は
、
比
較
的
目
前
に
せ

.ま
つ
'た
必
.要
或
は
利
益
：か
ら
出
發
す
る
。 

然
る
に
遠
い
將
來.の
國
民
の
爲
め
の
資
源
故
策
は
、
何
等
斯
か
る
目
前
の
必
.要
或
は
利
益
を
，有
し
な
い
や
ぅ
に
，見
ぇ

.る
。
‘從
つ
て
斯
か 

る
理
想
生
義
的
な
政
策
が
實
施
さ
れ
る
社
會
的
經
濟
的
基
礎
に
歇
い
て
、
誰
し
も
恐
ら
く
不
審
の
念

?:
-抱
く
に
相
違
.な
い
？

:
,

米
國
に
於
け
る
右
.の
如
き
資
源
政
策
は
、
先
.づ
淼
林
保
睛
か
ら
始
ま
つ
た
o

濫
伐
に
依
.る
森
林
の
.荒
廢
が
余
り
に
著
し
か
つ
た
の
で•

.1

八
七
〇
年
代
か
ら
旣
.に
殖
林
獎
勵
の
爲
め
..の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
り
、
殖
林
の
國
營
が
開
始
さ
れ
た
り
し
た
が
、
見
る
べ
き
效
果
を 

擧
げ
る
こ
i

が
出
來
な
か
つ
た
？
漸
く
一
八
九
一
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
に
依
つ
.て
、
公
有
地
：の
ー
部
を
聯
邦
森
林
保
留
地F

e
d
l
l

 

Forest 

R
e
s
e
r
v
e
s

と
し
て
指
定
す
る
權
限
が
大
統
領
に
與
ベ
ら
れ
た
こ
と
が
、
最
初
の
'重
要
な
森
林
保
_
手
段
と
な
り
、
そ
の
後
十
五 

年
間
テ
オ
ド
ル
•
ロ
1
ズ
ヴ

工
ル
ト
の
時
代
ま
で
.に
、
'一
億
五
千
萬H

1
力
ー
の
森
林
が
•保
留
地
と
し
て
指
定
を
受
け
た
。
特
に
ロ
1
ズ

. 

ヴ
.
ェ
ル
.ト
は
.、森
#
の
み
な
ら
ず」

殷
に
自
然
的
#
源
保
伊
の
猛
^
な
運
動
を
趄
こ
-し
、备
州
の
知
事
を
召
集
し
て
會
議
を
開
い
た
り
、 

專
門
家
を
集
め
て
浩
瀚
な
る
調
脔
報
吿
書
を
作
成
せ
し
め
.た
り
し
た
o
こ
の
晛
ま
で
に
開
拓
者
の
，足
跡
が
米
國
全
土
に
及
び
、
.從
來
の 

如
き
粗
放
的
な
農
業
や
森
林
の
經
營
が
'不
可
能
に
な
つ
た
こ
と
，
人
ロ
の
#
大
は
'
1
:
.
蜃
こ
0'
:
困
難
を
助
長
^
た
こ
と
>.鑛
物
資
源
も
最 

初
の
期
待
程
大
で
な
く
思
.は
れ
始
め
た
こ
と
等
が
、

ロ
ー
ズ
ヴ

*■
ル
ト
を
し
て
斯
か
る
運
動
を
&
こ
さ
.せ
だ
主
要
な
原
因
で
あ
つ
た
。
. 

し

か

も

こ
の
.'運
»
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
後
も
侬
然
と
し
て
森
林
：の
.濫
伐
は
續
き
、

一
九
ニ
〇
年
代
の
半
頃
に
：は
、
員
豸
森
林
の
め
申
分
が 

濫
伐
の
結
果
と
し
て一

時
は
完
全
な
荒
廢
狀
膨
に
陷
つ
た
程
で
あ
つ
.た
。最
近
に
至
：つ
て
捭
び
.資
源
保
存
運
動
が
勢
ヵ
|:
-
得
て
來
た
が
 ̂

こ
.の
新
速
動
は
，
大
資
本
家
が
政
勝
當
局
と
版
丸
し
て
居
か
點
で
、
*
運
離
表
蒡
し
い
枇
違
淤
あ
る
0
:例
べ
ば
主
：要
な
石
油
業
者
も
熱 

資
源
間
酿
考
.究
'一

の

章

翁^'
-

.

へ 

V
.
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' 

(

十
五
八
五

)



'.
..致
戚
問
磁
者
究
1の
I'
千
め
®
礎 

、

3
六

人

£

八
0- 

.心
に
葙
泄
資
漉
の
'保
«
ゼ
主
張
レ
て
政
府
の
*

業

：に

參

劃

し

て

房

.る

0 '
-

.
新

蓮

動

が

如

何

な

：.る

結

果

を

齎

す

か

は

'

今

後

の

實

績

に

俟

づ

i

し
て
：、
約
—.
Q

年
前Q

 

ロ
，1
ズ

ヴ

ぷ—

の
瘙
動
ほ
何
故
失
敗
に
終
マ
た
か
、
、ま
た
新
運
動
に
は
何
故
大
資
本
家
が
參
加
し
て
來
た

.如
0

,
.
.
'
:
■■
.
-:
' 

- ■

/

:

. 

, 

.

•

:■

“ 

'
a
f
ズ
ヴ
.ラ
ル
ト
の
，運
励
が
失
敗
し
た
.理
由
は
、
幾
多
こ
れ
を
擧
げ
.
る

こ

と

が

出

來

や

ぅ

。
.
例

へ

ば

當

時

0

鑛
物
埋
藏
量
見
積
：が
甚 

し
ぐ
過
#
で
#:
っ
：た
こ
と
や
、
荒
靡
し
た
森
林
の
恢
復
に
要
す
る
期
間
を
過
度
に
長
く
見
積
っ
た
り
，し
た
誤
り
も
、
重
要
な
原
因
で
あ 

“っ
た
に
相
違
な
い
> 
然
し
特
に
主
要
な
障
碍
と
な
っ

た

こ

と
は
、
生
產
制
限
.に
，依
.农
«
格
51
上
に
鉍
し
て
の
反
對
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ 

客

？
f

貧
時
の
來
國
に
於
け
る
自
由
主
_
は
經
濟
上
'の
自
由
競
爭
の
制
限
に
强
カ
に
反
對
し
て
居
り
、.
ロ
ー
ズ
ヴ
OC
.
ル
.ト
自
身
も
所 

謂
ト
ラ
ス
ト
征
伐
に
熱
心
で
あ
っ
今
從
っ
て
：假
に
農
•林
•鑛
產
物
の
生
産
を
制
限
U
.て
債
格
を
吊
上
げ
れ
ば
自
然
的
資
源
の
.荒
廢
を
. 

防
ぐ
事
が
出
來
る
と

し
て
も
、
そ
れ
に
對
し
，て
有
力
な
反
.對
が
あ
り
、
且
.っ
大
統
領
自
身
が
矛
盾
に
..陷
っ
だ
爲
め
に
、實
行
下
可
能
.だ
っ 

た
の
で
あ
るp 

. 

ロ 

.
1ズ
ヴ
，

H

ル
ト
於
こ
の
事
業
遂
行
の
：：費
用
を
議
會
..に
要
求
し
た
際
、
議
會
は
そ
れ
を
拒
絕
し
.た
ば
か
り
で
な
.く
、
政 

府
各
樹
に
對
し
、
資
源
調

赍

そ

の

他

に

依

っ

て

、
：
大

紘

領

：の

資
源
保
存
運
動
を
援
助
す
こ
と
を
禁
じ
て
し
ま
：つ
た
0.
:

.そ

..れ
が
ら
約
ニ
〇
年
經
過
し
た
後
、
再
び
こ
の
運
動
が
攮
頭
し
て
來
た
0
こ
れ
ば
當
業
者
が
坐
產
制
眼
'に
依
っ
て
慣
格
を
引
上
げ
、 

そ
.
の

窮

狀

を

脫

し

ょ

ぅ

と

：し

た

爲

め

に

他

な

ら

な

^
>

殊
に
狞
油
業
の
如
き
は
精
製
法
の
進
步
に
依
っ
'て
、
新
式
設
備
を
持
っ
業
者
が 

そ
の
產
出
高
を
激
增
.せ
し
め
る
に
至
”り
、
舊
式
設
備
の
業
者
は
非
常
な
苦
況
に
陷
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
聯
邦
石
油
保
存
局 

が

一
九
ニ
四
年
に
設
置
.さ
れ
、
塵
の
抑
制
が
行
は
れ
る
に
至
っ
た
.。
不
況
時
代
に
入
つ
て
斯
か
る
傾
向
.は
助
：長
さ
れ
、
更
に
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
* 
ロ
1
:ズ
ヴ
：H 

,ル
ト
が
登
場
1>
*
そ
-の
.ニ'
.ユ
ー
•デ
ィ
丨
，ル
.政
治
の
：.主
要
方
針
と
し
て
價
格
め
吊
上
を
行
ふ
に
至
づ
た
か
ら
、
當 

'業
奢
0
運
動
.に
と
つ
て
は
一
曆
有
利
と
な
つ
た
0
他
力
ロ
ト
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
八ム̂

土
木
事
業
と
し
て
、
，治
水
，
殖
林
•
そ
.の
他
の
資
源 

開
發
及
び
保
存
の
大
規
模
な
事
業
に
着
手
し
た
。(

z
i
m
m
e
l
p
l
a
n
n
,
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參
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rr
ぅ

觀

て

來

る

と

、

遠

い

將

來

の

國

：
民

0

爲
め
と
し
て
.行
.は
'れ
：る
資
源
保
存
事
業
も
、
結
局
理
想
主
義
に
.の
み
基
く
の
で
は
な
い
こ
. 

と
が
知
ら
れ
る
。
テ
オ
‘ボ
ル
• 
ロ
ー
ズ
ヴ
尤
ル
ト
の
運
動
を
支
持
す
る
人
.々
が
、
一
九
〇
九
年
に
民
間
團
體
と
し
て
全
國
資
源
保
存
協
# 

National 

coaservatlo

't?

>

f
 

d
a
t
i
o
n

を
組
織
し
、
當
時
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
學
總
長
チ
ヤ
ー
ル
ズ
.
•
.エ
リ
ォ
ッ
ト
が
そ
の
名
■
會

長
^
な
つ
で
蓮
動
を
繼
續
し
た
>
い
：.ふ
事
實
.や
、
近
苹
の
保
存
運
動
將
燃
以
前
か
ら
、
ヮ
シ
ジ
トン.の
官
廳
に
於
け
る
技
師
達
が
在
油
資 

源
保
存
-の
.熱
心
な
'る
主
張
者
で
.
#
た̂
'ど
.
い

ふ

事

實

社

、
，

少
く
と
も
理
想
主
義
的
な
意
圖
が
こ
の
運
動
の
中
に
含

ま

れ

て

®'

る

こ

と

を 

示
す
:£
解
し
得
る
だ
ら
ぅ
ゃ
在
つ
.
-?
不
オ
ド
；ル>
ロ
.；丨
ズ
ヴ
^
ル
.ト
が
地
方
民
の
怨
嗟
を
.買
.ひ
乍
ら
、
廣
大
な
土
地
を
森
林
保
留
地
に
指 

宛
.七
で
し
ま
つ
た
こ
.と
.も
、
，.あ
.な
；
が

ち

國

家

收

入

0

源
泉
を
守
^

*
_
.は
、
右
杧
述
：.べ
た
や
ろ
韌
不
利
な
砒
會
的
*
:經
濟
的
事
情
>に
當
瓸
し
て
は
、
：何
の
カ
も
持
ち
得
な
：か
つ
た 

右
に
述
べ
.た

米

國

の

囊

政

策

提

5
七
：は
、
i

に

外

的

自

然

的

資

源

.

の
^
を
問
題
.に
し
て
届
る
0.
^
 ̂

國

防

資

源

.
政 

策

^

場

合

柃

：
：例

べ

ば

本

邦

^

於
い
セ
は「

物
的
及
人
藝
源
1-
*
と

明

：示

し

」

て
.届

る

.し

*

/-
»
帝

阈

資

源

總

覽

1
/
0

分
類
に
於
い
て
も
技
能
、
 

资
淑
|1
«
難
^
線
；$
对

.^
め
^
磔
'

:

H七
：

(

.
yTL
A
七)

..

景
^

^

^

^

驗
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_

間

題

考

究

：
の
；
若

干

0

基
礎 

n
K
:

 

C
I

五
八
八〕 

者
ダ
筋
肉
勞
働
者
等
を
取
扱
つ
モ
居
る
*
"
: 

t'o
差
異
は
偶
然
：で
城
な
い
i

m

は

れ

、る

デ

即

ち

外

的

自

然

的

資

源

.は

、
.
最

も

基

本

的

の

も
 

の

.：で

あ

り

且
0.
-
比
較
的
把
固
定
的
性
質
を
持
<>
の
\に
對
し
て
、
社
會
的
資
；源
は
望
的
の
も
.の
ザ
あ
り
-a
つ
可
變
tt
に
胄
む
。
徒
つ
て 

特
に
.遠
.い
將
來
ま
で
|も
考
慮
^
て
翁
源
の
保
存
；.§培
養
を
^

^
 

人
的
資
源 

は
、
.特
に
資
源
政
策
の
名
，.の

卞

：
に

そ

の

保

存

^
培

養

を

：は

か

ら

な

く

.

と
.も
、
通
常
.の
.敎
育
*衞
’生
そ
0
他
の
事
業
に
依
つ
セ
 ̂

そ
れ
が
行
は
れ
ぬ
や
ぅ
な
社
會
に
.於
い
て
は
.、
當

然

に

建

設

的

な

資

源

政

策

な

；
る

も

_の
.

'%
行

は

れ

は

し

な

：
い
，
？

■̂
て
も
向
鑛
で
あ
る
0
:然
る
に
國
防
資
源
政
策
は
比.較
的
に
短
：い
間
ぬ
す
べ.て
ー
の
_

防

資

蒙

を

»
備
せ 

殊
に
平
時
の
li 

制
か
ら
準
戰
時
乃
至
戰
時
體
制
へ
移
行
す
る
に
從
0

て
，
諸
種
資
濾
の
編
制
變
へ
が
：行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
0
:そ
：の
意
味
.で
_

と
共
に
社
會
的
資
源
も
、
必
ら
ず
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
0
で
あ
る
0
.
.そ
の
結
银
國
防
資
源
政
策
は.生
產
技
術
の
比
較
的
念
速
.な
進
步 

を
籣
す
可
能
性
が
多
い
。

.

.
さ

て

右

に

述

べ

て

來

た

や

ぅ

に

、
'
資

源

政

策

は

國

家

的

目

的

に

從

屬

せ

し
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
フ
そ
れ
は
果
し
て
令
部
的
に
斯
く
の 

如
く
し
.て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
.ら
ぅ
か
、
.或
は
又
そ
れ
自
體
何
等
か
.の
原
則
と
も
沄
ふ
べ
き
も
の
の
上
に
立
ち
、
そ
の
上
で
國
家
的
目 

的
の
如
何
に
應
じ
て
種
み
異
な
つ
た
形
ち
を
と
る
の
で
あ
ら
‘ぅ
か
。
こ
の
問
題
に
對
し
て
は
、
，少
く
と
も
平
和
的
資
源
政
策
に
關
す
る 

.限

り

、
，
明

か

に

原

則

と

も

稱

す

べ

き

.

も
の
が
あ
り
得
る
と
思
ふ
。
.
.即
ち
デ
.ン
マ
ァ
す
.ン
に
從
へ
ば
、
資
源
の
保
存
は

「

使

用

の

節

約

と

 

.生
產
の
節
約
と
の
兩
者
に
依
つ
て
行
は
れ
る
o
使
用
の
節
約
.は
單
な
る
使
用
緊
縮
ば
か
り
セ
.な
く
、
：賢
明
な
る
選
擇
に
依
.つ
て
も
ま
た 

齎
さ
れ
.る
：。

賢

明

な

る

使

用

^

行
は
う
と
す
る
考
慮
は
、
二
つ
の
一
，般
的
原
則
を
認
知
す
る
o(

第

1

に
は)

諸
秫
資
源
を
、
夫
々
そ
の

特
異
，の
或
は
特
.別

.；
の

適

性

^
有
す
る
用
途
へ
主
と
し
て
-—

-假
に
斯
か
る
用
途
だ
け
で
な
く
と
も
、
圭
と
し
て
*

か
る
有
^

へ
fs
]
け
る
 

ベ
^
こ
と
で
あ
る
。
:

:
賢
明
な
る
使
用
を
行
は
う
と
す
る
考
慮
は
、
第
二
に
貯
藏
資
源f

a
u
d

IH-es.ources

ょ
り
も
*流
動
資
源f

l
o
w

 

resources——

例
べ
ば
植
物
•
水
i
光
•等
I

の
優
先
的
使
用
を
命
令
す
る
o」(

p

.

.V
J9
4

)

.明
か
に
.斯
か
る
規
準
の
存
在
す
る
こ
と
は 

認
め
ら
れ
や
う
。

■
ノ

然
し
乍
ら
各
社
會
に
於
け
.る
現
實
の
資
源
政
策
は
、
資
源
.の
實
情
.に
依
り
、
社
會
的
經
濟
的
諸
ヵ
の
作
用
に
依
び
決
定
さ
れ
-€
來
る
0 

從
つ
て
治
の
如
身
技
術
的
規
準
が
假
に
各
國
に
容
認
さ
れ
得
た
し
て
も
、.
さ
ほ
.ど
'重
要
：な
議
を
持
ち
得
な
い
で
あ
ら
う
。

_

六
、，結
' 

' 

語

資
源
谓
題
考
究Q

基
礎
に
就
い
て
は
、
ま
だ
多
く
の
論
ず
べ
き
問
題
が
淺
つ
て
居
る
。
殊
に
•資
源
と
社
會
坐
活C

關
係
.の
如
き
は
、
 

最
も
重
要
為
問
題
で
あ
ら
う
。
資
源
の
微
念
を
、
欲
望
充
足
に
役
立
つ
環
境
の
能
ヵ
だ
と
す
れ
ば
、
社
會
生
活
の
.豊
富
さ
の
稅
度
が
、 

結

局

資

源

の

多

寡

に

依

つ

て

き

ま

る

と

宏

へ

る

こ

士

：
に
：な

，る

0

從
つ
て
そ
れ
の
乏
し
_い
國
民
の
不
滿
.が

國

際

的

雜

鬪

を

惹

起

、
す

る

，
の

で 

あ
つ
て
>

IH
義
感
を
持
つ
公
平
な
第
三
者
か
ら
見
れ
ば
、
斯
か
る
不
滿
國
即
ち「

持
た
ぬ
國
々
.ト
の
行
動
は
同
情
さ
る
べ
き
e
あ
る
。 

.現
實
に
於
.い
：て
.「

持
.た
ぬ
國
々
し 

'は
：ず
べ
て
世
界
最
强
國
中
に
列
す
'る
國
タ
で
あ
.つ
て
、
事
實
相
當
の
：

「

持
つ
國
々」

で
あ
る
タ
然
る 

に
^

^
逾
か
に
貧
し
い
眞
に
^
持
た
ぬ
國
亡
へ
が
特
に
不
滿
を
生
張
せ
ぬ
に
枸
ら
ず
ゝ
そ
れ
等
强
國
が
盛
ん
に
不
滿
を
鳴
ら
し
、
しA

 

も
^

«
貧
し
い
眞
の「

持
次
ぬ
國
々」

.か
ら
そ
の
望
む
と
こ
ろ
を
得
.ょ
う
と
す
る
の
は
何
故
か
。
'そ
の
理
由
は
各
稲
資
源
の
組
合
せ
の 

相
違
.忙
あ
る
:0
即
ち
貧
し
い
國
々
は「

持
た
ぬ
國
亡
乍
ら
も
、ン
各
輪
資
源
の
.組
合
せ
に
：さ
.程
著
し
き
不
均
衡
は
な
い
。
然
る
に
富
め 

資

源

問

題

，考
秀
の
_

の
，
蕾

. 

三

九

(

！
-2
|
:
八
九

)



.

.
費

源

怖

題

窗

め

•#
千

.の
基
礎 

.

(一

五

九

ovi
/ 

i
るr「

持
た
ぬ
阈
々
し
に
於
い
て
は
、
そ

の

有
す
.る
各
種
，資
源
'0
組
合
せ
艽
- «

し
ル
|

^
衡
が
あ
る
0
.從
つ
て
こ
れ
等
の
富
め
る「

持
た 

ぬ
國
々
K
は
、
0

し
き
'

『

持
た
ぬ
國
々
.し
の
經
驗
し
な
い
大
な
る
栩
難
を
感
じ
っ
へ
あ
^

0
:
.
社
會
坐
.

の̂
豐
富
さ
.の
決
^
に
は
、
單
に 

.

資

源

..の

總

和

の

み

で

な

-;
<

、
.各
種
資
漱
の
組
合
せ
如
何
も
關
係
を
持
つ
o
人
，ロ
も
資
本
i
多
く
：a0

,

優
れ
た
技
術
を
持
ち
乍
ら
狹
い
土 

地
.產
し
い
鑛
物
:1
>
,か
所
荷
し
.な
い
.國
は
、
人
与
資
本
-技
術
杳
に
貧
汜
く
^
も
、
土
地
'^
w
/^
持
つ
國
.に
比
較
す
る
と
、
そ
の
困
雛 

は
逾
か
忙
は
で
あ
る
，
だ
か
も
富
め
る
“
持
た
ぬ
國
>」

が
：貧

し

-%
-
--
-
.持
龙
ぬ
國
：
^
.'

に
比
較
し
て
大
な
る
不
滿
を
持
0
0
&

つ
又
こ 

れ
等
め
强
國
は
自
然
的
資
源
を
開
發
し
得
る
能
ヵ
を
持
つ
け
れ
ど
^
^
貧
し
い
國
ダ
ば
土
地
ゃ
そ
の
埋
藏
物
を
利
用
す
る
能
ヵ
を
欠
く 

が
爲
沁
に
、
'資
源
が
空
-1
>
ズ
死
藏
さ
れ
各
0':こ
れ
: |
:

開
發
す
る
こ
^
妨
人
類
厚
生
に
と
つ
て
の
黃
献
で
あ
る
？
;.
:

V
 

浩
^
ネ
資
源
C
+意
味
を
非
常
に
廣
ぐ
解
釋
す
れ
ば
、'

斯
う
い
ふ
議
論
が
成
り
立
つ
：こ
.と
に
；な
各
か
も
知
れ
な
^
:
而
し
て
こ
の
#

へ 

方
を
進
め
て
行
く
と
、
費
源
な
^
も
の
如
ら
出
發
す
る
一
元
的
な
歷
史
觀
に
も
到
達
し
さ
う
で
あ
る
o
即
ち
文
明
の
歷
史
は
資
源
增
大 

の
：
歷

史

で

あ

り

、

人

間

の

^

^

の

歷

史

は

資

源

を

め

ぐ

る

離

隊

の

歷

史

で

汍

つ

、
て

、

古

代

諸

帝

國

の

興

亡

も

：民

族

大

移

動

も

、

中

世

の

. 

封
建
■
度
.或
は
.近
世
.資

序

rH
義
の
發
浪
も
、
.更
に
.現
代
や
國
際
的
闘
#
も
、
す
^
て 

轟
る
と
运
へ
.る
て
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
0

た̂
'か
然
し
現
實
的
に
國
際
'S
E<D
#
.
_を
觀
察
し
て
'果
し
て
斯
う
い
ふ
こ
と
が
宏
へ
，る
か
ど
う
か
。
假
.にg

#

の
際
を
別
と
す
れ
ば
、
. 

平

和

時

に

於

け

る

阈

際

的

資

源

獲

得

の

：鬪

爭

は

ノ

：
明

か

に

利

潤

：
の
.

追
求
如
ら
起
A
J
O

 ̂

ぃ
事
實
で， 

ぁ
る「

ァ
然
ら
ば
右
€>
如
.洽
谪
史
觀
は
勿
論
、
現
代
の
；r

持
た
ぬ
國
々J :

と
.

「

持
0

爾

々

」
：：

の

問

題

：
に

對

す

る

右

の

如

.

き
解
釋
も
、
'遥
だ

疑
し
い
も
の
と
な
る
。
こ
の
問
題
は
更
に
綿
密
な
考
究
を
要
す
る
が
故
に
、
他
の
機
會
に
改
め
て
こ
れ
を
取
上
げ
る
こ
と
と
し
、
本
稿 

に
於
い
て
は
、
主
と
し
て
資
源
な
る
も
の
_の
概
念
規
定
に
關
す
る
問
題
を
取
扱
ひ
、
そ
の
.分
類
及
び
資
源
政
策
に
就
い
て
の
考
究
を
通 

じ
て
、
更
に
そ
の
本
質
を
明
か
に
す
る
に
努
め
た
次
第
で
あ
る
。
要
す
る
に
费
源
と
は
何
等
か
の
行
動
目
的
に
從
つ
て
考
慮
さ
れ
る
も 

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
硏
究
も
結
局
何
等
か
の
人
間
行
動
と
關
聯
し
て
の
硏
究
で
あ
つ
て
、
そ
れ
等
の
行
動
に
就
い
て
の
從
來
の
諸
硏 

究
分
野
を
離
れ
て
獨
自
の
領
域
を
持
つ
硏
究
が
成
立
す
る
わ
け
で
は
な
く
，
更
に
資
源
政
策
と1

K

つ
て
も
諸
種
の
阈
家
目
的
に
從
つ
て 

の
資
源
政
策
が
あ
り
得
る
の
み
で
あ
る
と
注
意
し
て
置
き
た
い
。 

(

昭
和
十
二
年
十
月
十
八
日)

資
源
叫
題
考
界
の
崧
干
の
基
礎
：


